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中国やまなみ街道全線開通！／
分散配置していた部署を移転して業務を開始します／
市民税・県民税（住民税）の申告相談が始まります／

「広報みよし」スマートフォン等への配信をスタート！／
「花の里みよし」をめざして／
市民目線で市役所の仕事をチェック
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05 PICK UP ！

▶�中国やまなみ街道全線開通！
▶�分散配置していた部署を移転して業務を開始
します
▶�市民税・県民税（住民税）の申告相談が始ま
ります
▶�「広報みよし」スマートフォン等への配信を�
スタート！
▶�「花の里みよし」をめざして
▶�市民目線で市役所の仕事をチェック

12 フォトパレット

14 みよしで暮らそう！
ますだのつぶやき

15 みよし企業訪問
16 エコでいこう！
17 子育て応援隊
18 すこやか情報
23 インフォメーション
28 きりこちゃんオススメ！おでかけガイド
32 各種相談
34 スポーツ大好き！
35 図書館ニュース・人口ほか
36 がんばれ！三次の女性・シニア起業家

C O N T E N T S

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
医
療
機
関
。
三
次
市
で
は
、

市
立
三
次
中
央
病
院
を
中
心
に
、
地

域
医
療
体
制
の
充
実
と
医
療
の
質
の

維
持
・
向
上
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。

今
回
は
、
ま
す
ま
す
重
要
性
が
高

ま
る
市
立
三
次
中
央
病
院
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特　集

地
域
医
療
を
支
え
る

― 

市
立
三
次
中
央
病
院
の
取
り
組
み 

―

市立三次中央病院の概要
●所在地　三次市東酒屋町字敦盛 531番地
●開設者　三次市長　増田 和俊（ますだ かずとし）
●病院長　中西 敏夫（なかにし としお）
●開設年月日　昭和 26（1951）年３月 28日
●許可病床数　一般病床 350床
●基本理念　「私たちは、地域の皆様から信頼され、
� 親しまれる病院をめざします」
●基本方針
　１．地域中核病院としての医療レベルの向上
　２．救急医療体制の充実
　３．安全で安心な医療の提供
　４．患者サービスの向上
　５．経営健全化の推進
　６．地域を担う医療人の育成
●診療科名
　�内科／消化器内科／循環器内科／呼吸器内科／
　�糖尿病・代謝内分泌内科／小児科／外科／整形外科／
　脳神経外科／産婦人科／皮膚科／泌尿器科／耳鼻咽喉科／
　眼科／歯科口腔外科／放射線治療科／放射線診断科／
　麻酔科／緩和ケア内科／リハビリテーション科
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今月の表紙

2月号2 0 1 5広報みよし

１月25日（日）、冬の風物詩として親しまれて
いる「みわ凧

たこ

あげ大会」が開催され、市内外から
34チームが思い思いの手作り凧で参加されまし
た。天候に恵まれたものの、肝心の風が弱く悪戦
苦闘されていましたが、中には、うまく風に乗っ
て天高く舞い上がる凧もありました。
写真は、最も大きい凧で参加され「チームワー
ク賞」に輝いた「中

なか

羽
は

出
で

庭
にわ

凧づくり飲
い

員
いん

会」の皆
さん。残念ながら、青空を彩ることはできません
でしたが、見物客を楽しませました。
その他の受賞者（敬称略）　最優秀賞「上

かみ

山
やま

三区消防団」、
優秀賞「藤

ふじ

恵
え

芳
よし

樹
き

家族」、アイデア賞「上
かみ

板
いた

木
き

部落会」、
高く上がったで賞「福田自治会」

第 5回みわ凧あげ大会
（三和総合運動公園）

※今月の「きりこちゃんといっしょ！」はお休みします。



市立三次中央病院の取り組み

市
立
三
次
中
央
病
院
は
、
三
次
市
、
庄
原
市

の
備
北
二
次
医
療
圏
お
よ
び
近
隣
の
安
芸
高
田

市
、
島
根
県
を
含
む
中
山
間
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
、
救
急
医
療
、
小
児
救
急
、
が
ん
診
療
、

周
産
期
医
療
な
ど
急
性
期
医
療
を
中
心
に
、
安

全
で
安
心
な
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
体
制　
平
成
26
年
４
月
に
、「
三
次

市
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」が
開
設
さ
れ
、

内
科
・
外
科
の
一
次
救
急（
軽
症
患
者
）を
三

次
地
区
医
師
会
の
先
生
方
に
担
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
と
な
り
、
市
立
三
次
中
央
病
院
は
二
次

救
急（
重
症
患
者
）を
受
け
入
れ
る
役
割
分
担

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
児
救
急
は
、
大
学

や
地
域
の
小
児
医
の
支
援
で「
３
６
５
日
夜
間

救
急
体
制
」と
い
う
県
内
で
も
大
変
恵
ま
れ
た

診
療
体
制
で
す
。さ
ら
に
、昨
年
か
ら
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
運
航
が
開
始
さ
れ
、
市
立
三
次
中
央
病

院
で
の
利
用
回
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

が
ん
診
療　
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院
と
し
て
、

大
型
医
療
機
器
は
、
３
２
０
列
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
、
３

テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
導
入
と
県
内

有
数
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
化
学
療

法
セ
ン
タ
ー
、
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
を
拡
張
整
備

し
、
診
療
体
制
は
、
広
島
大
学
か
ら
専
門
医
を

招し
ょ
う

聘へ
い

し
、
緩
和
ケ
ア
内
科
の
新
設
を
行
い
ま
し

た
。

医
療
機
能
評
価　
医
療
機
能
は
、
診
療
科
、
医

師
数
、
専
門
医
数
、
看
護
師
の
配
置
基
準
や
集

中
治
療
室
な
ど
の
設
備
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
診

療
科
は
、
内
科
、
外
科
を
中
心
に
専
門
医
や
後

期
研
修
医
を
増
員
し
、
平
成
27
年
４
月
に
は
70

人
に
な
る
予
定
で
す
。
看
護
師
を
３
年
が
か
り

で
増
員
し
、
平
成
26
年
６
月
か
ら
看
護
師
配
置

７
対
１（
入
院
患
者
７
人
に
対
し
常
勤
看
護
師
１

人
以
上
を
配
置
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療　
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
地
域

連
携
室
の
充
実
を
図
り
、
近
隣
の
医
療
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
、
患
者
の
紹
介
・
逆
紹
介
や
入
退

院
の
調
整
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
在
宅
療
養
の

重
要
性
や
地
域
で
医
療
や
介
護
を
支
援
す
る「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
が
叫
ば
れ
る
中
、

在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
と
し
て
、
ま
た
急
性
期

治
療
後
の
在
宅
復
帰
支
援
を
担
う「
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
」を
平
成
26
年
９
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

が
ん
検
診　
今
年
１
月
か
ら
肺
が
ん
の
早
期
発
見

を
目
的
に「
低
線
量
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検
診
」を
始
め

ま
し
た
。
こ
の
肺
が
ん
検
診
は
、
広
島
大
学
と
の

共
同
研
究
で
、
東
京
大
学
で
開
発
さ
れ
た
遠
隔
読

影
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
全
国
初
の
試
み
で
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
検
診
も
今
年
４
月
か
ら
開

始
す
る
予
定
で
す
。

医
療
情
報　
平
成
24
年
度
に
、
病
院
外
で
も
モ
バ

イ
ル
端
末
で
電
子
カ
ル
テ
の
情
報
を
閲
覧
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
先
駆
け
て
構
築
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
拡
張
し

て
病
院
独
自
の
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
き
り

こ
ち
ゃ
ん
ネ
ッ
ト
」の
運
用
を
開
始
し
、
近
隣
の

医
療
機
関
か
ら
市
立
三
次
中
央
病
院
の
電
子
カ
ル

テ
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
広
島
県
医
師
会
を
事
業
主
体
と
す
る
全

県
的
な「
ひ
ろ
し
ま
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
通

称
：
Ｈ
Ｍ
ネ
ッ
ト
）」の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
市

立
三
次
中
央
病
院
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
医
療
機
関
間
で

処
方
、
検
査
、
画
像
等
の
診
療
情
報
の
相
互
参
照

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

陽電子放射線断層撮影装置（PET-CT）による検査の様子

○平成24年10月　320列X線CT更新
○平成25年11月　内視鏡センター増築改修
○平成26年 1月　化学療法センター移転改修、人工透析装置一式更新
○平成26年 4月　磁気共鳴断層撮影装置（3テスラMRI）更新
○平成26年11月　陽電子放射線断層撮影装置（PET-CT）新規導入

高度医療機器の
整備と施設改修
の状況

特 集 地域医療を支える
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「
地
域
医
療
構
想（
ビ
ジ
ョ
ン
）」

の
策
定
に
向
け
て

市
立
三
次
中
央
病
院
の
今
後
の
取
り
組
み

全
国
的
に
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進

展
し
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

が
増
大
し
て
い
く
中
、
医
療
機
能
の
分

化
・
連
携
を
進
め
、
各
医
療
機
関
に
応

じ
て
必
要
な
医
療
資
源
を
適
切
に
投
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

在
宅
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

を
充
実
さ
せ
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム*

」を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
通

常
国
会
に
お
い
て
、
医
療
介
護
総
合
確

保
推
進
法
が
成
立
し
、
こ
れ
に
よ
り
医

療
法
が
改
正
さ
れ
、「
病
床
機
能
報
告

制
度
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
で
は
、
各
医
療
機
関
が
有

す
る
病
床
が
担
っ
て
い
る
医
療
機
能
の

現
状
と
今
後
の
方
向
性
を
選
択
し
、
病

棟
単
位
を
基
本
と
し
て
各
都
道
府
県
に

報
告
し
ま
す
。
各
都
道
府
県
は
、
こ
の

報
告
を
も
と
に
分
析
し
、
地
域
の
医
療

需
要
の
将
来
推
計
等
を
活
用
し
、
平
成

37
年
に
お
け
る
二
次
医
療
圏
ご
と
の
各

医
療
機
能
の
需
要
と
必
要
量
を
定
め
、

そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
医
療
機
能
の
分
化
と
連
携
を
適

切
に
推
進
す
る
た
め
の「
地
域
医
療
構

想（
ビ
ジ
ョ
ン
）」を
策
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
立
三
次
中
央
病
院
は
、
将

来
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
医
療
機
能

を
担
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
三
次
地

区
医
師
会
や
関
係
機
関
と
の
十
分
な
議

論
や
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」と
は
…

　
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
高
齢
者
が

可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住

ま
い
お
よ
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の

支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制

こ
れ
か
ら「
地
域
医
療
構
想（
ビ

ジ
ョ
ン
）」の
策
定
に
入
り
ま
す
。

高
齢
者
が
急
増
す
る
大
都
市
と
は

異
な
り
、
三
次
市
や
庄
原
市
に
は
大

き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
備
北
二

次
医
療
圏
の
人
口
動
態
、
疾
病
構
造

の
変
化
、
医
療
需
要
な
ど
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
す
で
に
行
い
ま
し
た
。

急
性
期
の
入
院
治
療
は
、
現
体
制
で

持
続
可
能
で
す
。
む
し
ろ
、
急
性
期

の
治
療
後
の
リ
ハ
ビ
リ
や
、
在
宅
復

帰
の
支
援
な
ど
の
病
床
が
も
っ
と
必

要
で
す
。

高
齢
化
に
伴
い
、
介
護
が
必
要
な

方
や
認
知
症
の
方
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
は
多
く
の
人
の
支

援
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
市
を

中
心
に「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

が
構
築
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
り
、
認
知
症
に
な
っ

た
ら
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら

し
て
い
き
た
い
か
、
元
気
な
う
ち
に

ご
自
身
や
ご
家
族
と
も
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

「
延
命
治
療
は
い
や
だ
」、「
自
宅

で
家
族
に
看
取
ら
れ
た
い
」、
そ
れ
に

は
準
備
も
必
要
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る「
か
か
り

つ
け
医
」を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
す
。

も
し
も
の
時
、
こ
れ
か
ら
受
け
た

い
医
療
や
介
護
に
つ
い
て
、
自
分
の

希
望
や
思
い
を
あ
な
た
に
代
わ
っ
て

伝
え
る
人
も
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
思
い
を
書
き
留
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え

を「
も
し
も
の
時
の
た
め
に
伝
え
て

お
き
た
い
こ
と A

dvance C
are 

Planning

（
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
）：
Ａ
Ｃ
Ｐ
」と
呼
び
ま
す
。

全
県
的
に
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

中
なか
西
にし
　敏
とし
夫
お

市立三次中央病院
病院長

問 

市
立
三
次
中
央
病
院
病
院
企
画
課
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０
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４
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中国やまなみ街道（中国横断自動車道尾道松江線）
いよいよ３月22日（日）全線開通！

尾道松江線等沿線ネットワーク会議シンポジウム

開通記念プレイベントを開催します！

PICK
UP!

●と　き　３月 15 日（日）
　◦10 時～	 物産市など（15時まで）
　◦10時 30分～	 ウォーキング（14時 30分まで）
	 マラソン（12時まで）
　◦13 時～	 サイクリング（14時 30分まで）
●ところ　尾道松江線甲奴インターチェンジ

問 中国・地域づくり交流会　☎（082）221-8505　 （082）221-6009
　 企画調整課企画調整係　☎（0824）62-6115　 （0824）62-6404　

●と　き　２月 20 日（金）13 時～ 16時 30分
●ところ　十日市コミュニティセンター
●内　容　ネットワーク会議による活動報告　　パンフレットラック贈呈式
　　　　　パネルディスカッション　テーマ「民と官が連携した広域的な連携について」
●主　催　尾道松江線等沿線ネットワーク会議　　　　　　※その他、PRブース等があります。

問 土木課土木管理係
 　☎（0824）62-6305
 　 （0824）62-6166

※詳細については、2月中旬に市ホームページやチラシ等でお知らせします。

入場
無料

どなたでも参加できます。ぜひ、ご来場ください。
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PICK
UP!

新庁舎建設工事の完了に伴い、分散配置していた部署
を市役所本館・東館へ移転し、業務を開始します。この
移転作業のため、休日窓口サービスを休止します。ご迷
惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

市役所本館・東館の工事完了に伴い

３月30日（月）から
　［本館２階］　社会福祉課・高齢者福祉課（高齢者福祉係）（「福祉保健センター」から移転）
　［本館４階］　�農政課・商工振興課・農業委員会事務局（「生涯学習センター」から移転）�

土木課・都市整備課（「防災センター」から移転）
　［本館５階］　�監査事務局（「防災センター」から移転）	

教育委員会社会教育課・学校教育課（「まちづくりセンター」から移転）

問 特命プロジェクト推進部　☎（0824）62-6408　 （0824）62-6397

問 市民生活課市民窓口係　☎（0824）62-6138　 （0824）63-2809

先ずは、お気軽に
ご連絡ください!! 公益社団法人 三次市シルバー人材センター

本　　所　三次市四拾貫町 154番地 1� ☎（0824）62-7800
北部支所　三次市布野町上布野 1093番地 1� ☎（0824）54-2941
南部支所　三次市吉舎町吉舎 718番地 1� ☎（0824）43-4545 

様々なシーンで豊かな経験と技術が活かされています。
下記はほんの一例です。何かお困りの際は、お気軽にご相談ください！

◆ 軽作業
♠除草（草刈り・草取り）
♠室内外の掃除（部屋の掃除・ガラス拭きなど）
♠農作業のお手伝い ♠毛筆・ペン宛名書き ♠家具の移動など

◆ 技能・技術
♠植木の剪定・消毒・施肥 ♠簡易な大工・左官仕事
♠伐採（雑木・竹など） ♠障子・襖の張替えなど
♠トタン屋根や雨樋の取替え ♠蜂の巣駆除

身
近
な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す

広告

休日窓口サービス休止日　３月21日（土・祝）

移転する部署

分散配置していた部署を移転して
業務を開始します

※３月22日（日）の休日窓口サービスは東館１階で行います。

※出入口は、中央玄関、西玄関、東玄関の３カ所になります。

３月 23日（月）から
　［東館１階］　�市民生活課（本館から移転）�

高齢者福祉課（介護保険係）（「生涯学習センター」から移転）
　［東館２階］　�健康推進課（「生涯学習センター」から移転）	

育児支援課・保育課（「福祉保健センター」から移転）
　［東館３階］　選挙管理委員会事務局（「まちづくりセンター」から移転）
　［東館４階］　地域振興課（ひとづくり係）（「青少年女性センター」から移転）
【注】その他、総務課、企画調整課、観光交流課、地域振興課、定住対策室、財政課、管財課等も、本館から東館へ移転します。
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スマートフォン等への配信をスタート！
市民の皆さんに、いつでもどこでも気軽に「広
報みよし」を読んでいただくため、スマートフォ
ンやタブレットなどで無料アプリケーションソフ
ト（以下「アプリ」）「ｉ

アイ
広報紙＊」を通して広報

紙を閲覧できるサービスを始めました。ぜひ、ご
利用ください。

「広報みよし」をもっと身近にPICK
UP!

①�「A
ア ッ プ
pp S

ス ト ア
tore」または「G

グ ー グ ル
oogle p

プ レ イ
lay（p

プ レ イ
lay ストア）」から「ｉ広報紙」の	

アプリをインストール（各端末とも初回のみ）
※「ｉ広報紙」で検索するか、右のＱＲコードをご利用ください。

②「個人設定」画面で、「性別」、「生年月」、「お住まいの地域」等を入力
③配信される最新の広報紙を閲覧（各号とも初回のみダウンロード）
問 秘書広報課秘書広報係　☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223

旧三次地域の申告相談会場について
　�３月 13 日（金）・16 日（月）の申告相談会場は次のと
おりですのでご注意ください。
●指定会場　三次市役所本館６階会議室
●対象地域　三次町・三原町・日下町および市内全域
【注】「三次市文化会館」と「三次市民ホールきりり」は、申告相談の会場ではあ
りませんので、ご注意ください。

市民税・県民税（住民税）の申告相談が始まります

平成26年中（平成26年１月１日から平成26年12月31日まで）の所得
等についての申告相談を受け付けます。「広報みよし」１月号に折り込み
した日程表を確認のうえ、市民税・県民税（住民税）の申告をお願いし
ます。� ※日程の詳細は、市ホームページでも確認できます。

PICK
UP!

問 課税課市民税係
 　☎（0824）62-6122
 　 （0824）62-6345
　 または各支所

平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税（原則、各年分の所得税額の2.1％）を所得税と
あわせて申告・納付することとされています。
【注】還付申告の方も含め、申告されるすべての方について、「復興特別所得税額」欄の記載が必要となります。

問 三次税務署　☎（0824）62-2721

復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！確定申告書作成の際は

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」のご利用を！
画面の案内に従って金額等を入力することにより、税額などが自動的に計算され、計算誤りのな
い申告書を作成することができますので、ぜひご利用ください。

２月16日（月）～３月16日（月）申告相談日程

アプリダウンロード
ページのＱＲコード

【注】アプリは無料ですが、情報の受信には通信料が必要となります。
【注】iOS（アイオーエス）・アンドロイド端末のみに対応したアプリです。
【注】アプリ内に広告が表示されますが、三次市とは関係ありません。

＊「ｉ広報紙」とは…　株式会社
ホープ（本社：福岡県）が提供
する無料の電子広報紙閲覧アプ
リ。発行日等の通知が直接アプ
リに届くほか、気になる記事
は画像として保存しメールや
SNS でシェアできる。中国地
方では三次市が初の導入。

利用方法
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自然と調和した美しい景観づくりのため、市民の皆さんによる主体的
な活動を支援します！美しい自然環境を後代へ引き継ぎ、地域の魅力と
価値の増進をめざします。三次市を花いっぱいの花の里にしませんか。

自然と調和した美しい景観づくりのため、市民の皆さんによる主体的
な活動を支援します！美しい自然環境を後代へ引き継ぎ、地域の魅力と
価値の増進をめざします。三次市を花いっぱいの花の里にしませんか。

「花の里みよし」をめざしてPICK
UP!

2015.2.10  広報みよし 8



申請・応募・問 地域振興課自治振興係　〒728-8501 三次市十日市中2-8-1
　　　　　　 ☎（0824）62-6395　 （0824）62-6404　 chiiki@city.miyoshi.hiroshima.jp

「花の里みよし推進事業補助金」をご活用ください！
三次市内へ市の花「サクラ」または市の木「モミジ」を植えて、自らの力で植栽・管理

に取り組む団体を支援するため、補助金を交付します。
●補助対象団体　各住民自治組織、NPO法人、任意の団体
●対象事業　サクラまたはモミジの植栽事業の経費
　【注】人件費、食糧費、土地購入費は対象になりません。

●補助金額　補助対象経費の 10分の 10（上限 100万円）
●申請方法　�市役所本庁（地域振興課自治振興係）・各支所に備え付け、または市ホー

ムページからダウンロードした申請書に記入し、提出してください。
●申請期限　平成 27年２月 27日（金）

「花の里みよしサクラ植樹用苗木」を無料交付します！
　三次市内へ市の花「サクラ」の苗木を植えてくださる個人の方に、サクラの苗木を無料
で交付します。
●交付対象者　三次市内に住居を有する方または三次市内に植栽が可能な方
●苗木の種類　サクラ
●交付上限　１人につき５本まで
●申請方法　�市役所本庁（地域振興課自治振興係）・各支所に備え付け、または市ホー

ムページからダウンロードした申込書に記入し、提出してください。
●申請期限　平成 27年２月 23日（月）

「花の里みよし市民会議」の委員を募集します！
　花の里みよし推進事業の実施に伴い、基本方針の検討や進捗管理をしていただく委員
を募集します。花の里みよし事業に関心がある方のご応募をお待ちしています。
●募集人数　若干名
●応募資格　�三次市内に住所を有する方または勤務している方で、平日開催の会議

に出席できる方
●応募方法　�応募用紙に、①名前、②住所、③年齢、④性別、⑤連絡先の電話番号、

⑥職業、⑦勤務先名、⑧主な経歴、⑨応募の動機・自己 PR　を記入の
うえ、持参、郵送、FAX、メールのいずれかにより提出してください。

●応募用紙　�市役所本庁（地域振興課自治振興係）・各支所に備え付け、または市ホー
ムページからダウンロードした応募用紙をご利用ください。

●応募締切　平成 27年２月 23日（月）※選考は、三次市公募委員選考委員会において行います。
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市
民
目
線
で

市
役
所
の
仕
事
を
チ
ェ
ッ
ク

PICK
UP!施

策
評
価

も
の
づ
く
り
・
商
売
に
携
わ
る
人
材

の
育
成
と
起
業
促
進�

（
商
工
振
興
課
）

求
人
内
容
と
求
職
者
ニ
ー
ズ
に
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
生
じ
る
状
況
の
な
か
、
求
人
動

向
に
対
応
し
た
職
業
訓
練
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、「
女
性
」や「
シ

ニ
ア
」に
対
す
る
起
業
時
の
支
援
は
充
実

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
は「
若
者
」

に
も
対
象
を
広
げ
る
こ
と
や
、
起
業
後
の

フ
ォ
ロ
ー
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
商
工
会
議
所
や

広
域
商
工
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
の
連
携

は
不
可
欠
と
考
え
ま
す
の
で
、
起
業
希
望

者
の
情
報
共
有
も
含
め
、
密
接
な
連
携
を

お
願
い
し
ま
す
。

住
民
自
治
の
推
進�
（
地
域
振
興
課
）

住
民
自
治
組
織
に
お
け
る
担
い
手
の
高

齢
化
・
固
定
化
は
多
く
の
地
域
で
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
構
成
員
と
な

ら
な
か
っ
た
、
テ
ー
マ
型
の
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
個
人
が
組
み

込
ま
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
住
民
自
治
組
織
が
活
動
を
行
う
財

源
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
縦
割
り
で
地
域
団

体
等
へ
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
実
態

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
地

域
で
一
体
的
な
活
動
に
は
な
ら
ず
、本
来
、

住
民
自
治
組
織
が
担
う
べ
き
機
能
効
果
を

十
分
に
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
他
市
の
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
補
助
金

交
付
の
方
法
の
検
討
も
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
な
お
、
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

事
務
事
業
評
価

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

�
（
育
児
支
援
課
）

子
ど
も
の
急
な
発
熱
な
ど
の
際
、
サ

ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
安
心
で
す
。
一
方
で
、

提
供
会
員
と
依
頼
会
員
と
の
登
録
者
数
間

に
大
き
な
差
が
あ
り
、
ニ
ー
ズ
は
あ
る
が

対
応
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
懸
念
が

あ
り
ま
す
の
で
、
制
度
を
利
用
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
や
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
件
や
事
故
の
報
道

で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
預
か
る
側
に
対

す
る
研
修
の
時
間
や
内
容
面
で
の
一
層
の

充
実
が
必
要
で
す
。
な
お
、
三
次
市
の
合

計
特
殊
出
生
率
が
全
国
25
位
と
い
う
こ
と

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
全
国

１
位
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
振
興
活
動
支
援
補
助
事
業

�

（
社
会
教
育
課
）

補
助
金
交
付
の
対
象
と
し
て
、
事
業
の

対
象
範
囲
が
異
な
る
も
の
が
混
在
し
て
い

る
こ
と
に
疑
問
を
覚
え
ま
す
。
ま
た
、
補

助
金
交
付
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
補
助
し
て
き
た
か
ら
引
き
続
き
交
付

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
審
査
基
準
を
明

確
に
し
、
毎
年
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
審
査
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

医
療
機
器
等
整
備
事
業（病

院
企
画
課
）

市
立
三
次
中
央
病
院
の
医
療
体
制
の
充

実
は
、
こ
の
地
域
に
住
む
多
く
の
人
の
幸

せ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
広
島
県
北
部
と
そ

の
周
辺
と
い
っ
た
広
域
の
拠
点
病
院
と
し

「
行
政
チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
か
ら
の
提
言
」と
は
…

　

�

市
内
部
の
１
次
・
２
次
評
価
終
了
後
、
市
が
行
っ
た
評
価
に
つ
い
て
、
公
募
市
民
・
学
識
経

験
者
な
ど
８
人
で
構
成
す
る「
行
政
チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
」で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、
今
年
度
に
三
次
市
が
実
施
し
た
７
つ
の
施
策
＊
と
１
６
４
の
事

務
事
業
の
中
か
ら
、市
民
会
議
が
重
要
と
思
う
２
件
の
施
策
と
11
件
の
事
務
事
業
を
対
象
に
、

市
民
の
視
点
に
よ
る
外
部
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
施
策
と
は
…
関
連
し
た
事
務
事
業
を
一
つ
に
ま
と
め
て
考
え
た
も
の
。

― 
行
政
チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
か
ら
の
提
言 

―

森
もり
邊
べ
成
せい
一
いち
会長（左）から提言書の提出を受ける増田市長（右）

平
成
26
年
12
月
26
日（
金
）、「
行
政
チ
ェ
ッ
ク
市
民
会
議
か
ら
の
提
言
」が
、
増
田

市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
提
言
内
容
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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て
、
医
療
機
器
等
の
導
入
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た

だ
し
、
入
札
方
法
に
関
し
て
は
コ
ス
ト
削

減
の
余
地
が
あ
る
た
め
、
改
善
の
努
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業�

（
高
齢
者
福
祉
課
）

来
年
度
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
改

正
さ
れ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
が
強
化
さ
れ
ま
す
が
、
現
状
の
膨
大
な

業
務
量
の
な
か
で
、
真
に「
強
化
」に
つ

な
が
る
の
か
懸
念
し
ま
す
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
人
員
体
制
に
関
わ
る
大

き
な
支
援
と
、
関
係
機
関
と
の
連
携
方
法

を
十
分
検
討
さ
れ
、「
強
化
」と
言
い
な

が
ら
も
、
あ
ま
り
セ
ン
タ
ー
に
仕
事
が
集

中
し
な
い
よ
う
な
形
で
、
し
か
し
十
分
に

機
能
が
発
揮
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
求
め

ま
す
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業

�

（
農
政
課
）

こ
の
問
題
は
、
も
は
や
三
次
市
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
全
国
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
対
応
が
不
十
分
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
従
前
の
対
策
を
続

け
る
だ
け
で
は
な
く
抜
本
的
な「
強
化
」

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
全
体
的
に
頭
数

が
減
少
す
る
よ
う
な
対
策
、
人
里
と
山
を

分
け
る
間
の
環
境
整
備
、
駆
除
ま
で
の
ス

で
き
る
理
由
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、

本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
に
つ
い
て
事
業
を

絞
り
込
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
整

備
後
の
満
足
度
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
効

果
の
検
証
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

三
次
駅
周
辺
整
備
事
業

�

（
都
市
整
備
課
）

工
事
現
場
に
は
完
成
形
を
示
し
た
看
板

等
が
な
く
、
完
成
の
イ
メ
ー
ジ
が
し
に
く

く
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
建
物
の

説
明
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
利

用
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
説
明
が
な
く
、

取
り
組
み
が
不
十
分
だ
っ
た
と
考
え
ま

す
。
今
後
は
、
交
通
観
光
セ
ン
タ
ー
が
観

光
客
に
対
す
る
新
た
な
情
報
発
信
の
拠
点

と
な
る
と
と
も
に
、
駅
周
辺
の
施
設
整
備

に
付
随
す
る
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
期
待
し

ま
す
。

給
食
調
理
業
務
民
間
委
託

�

（
学
校
教
育
課
）

民
間
委
託
を
実
施
す
る
場
合
、
直
営
の

場
合
と
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
き

ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
今
後
、
民
間
委
託
を
進
め
て
行
く
な

か
で
も
、生
産
者
、委
託
業
者
、学
校（
行
政
）

が
連
携
し
て
食
育
を
推
進
で
き
る
よ
う
な

体
制
は
継
続
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

ム
ー
ズ
な
連
絡
体
制
の
確
立
、
地
域
住
民

に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
で
の
対
策
へ
の
支
援

な
ど
含
め
、
対
策
の
強
化
を
求
め
ま
す
。

企
業
誘
致
推
進
事
業

�

（
企
業
誘
致
課
）

企
業
の
誘
致
が
実
現
す
る
と
大
き
な
経

済
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
尾
道

松
江
線
の
開
通
に
よ
り
交
通
網
は
整
備
さ

れ
、
今
後
、
西
日
本
の
需
要
も
高
ま
っ
て

く
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

三
次
市
街
角
Ｅ
Ｃ
Ｏ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
環
境
政
策
課
）

ゴ
ミ
の
分
別
が
複
雑
で
わ
か
り
に
く
い

と
の
市
民
の
声
も
少
な
く
な
く
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
へ
の
研
修
の
強
化
や
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
通
じ
て
の
市
民
へ
の
啓
発
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
住
民
自
治
組
織
と
の
関
わ

り
方
と
し
て
も
、
地
域
振
興
課
が
所
管
す

る
住
民
自
治
組
織
へ
の
補
助
金
等
も
あ
る

な
か
で
、
縦
割
り
で
は
な
く
、
市
役
所
内

の
横
連
携
が
重
要
で
す
。

市
道
整
備
事
業�

（
土
木
課
）

整
備
路
線
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
客

観
的
な
指
標
に
基
づ
い
た
、
透
明
性
の
高

い
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
市
民
が
納
得

新
庁
舎
整
備
事
業

�

（
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
）

市
役
所
は
市
民
の
財
産
で
す
。
災
害
対

策
の
拠
点
機
能
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
会

議
室
の
貸
し
出
し
や
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
の
機
能
な
ど
、
市
民
に
オ
ー
プ
ン

で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

三
次
が
生
ん
だ
偉
人
等
の
展
示
な
ど「
三

次
ら
し
さ
」の
工
夫
も
大
切
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

問 

企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
４
０
４

行政チェック市民会議の様子

※
こ
の
ほ
か
、
行
政
評
価
全
体
に
対
す
る
意
見
等
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報みよし  2015.2.1011



①外観　②落成式　③屋内運動場（講堂）　④屋外教室（テラス）　⑤授業風景

「市立みらさか小学校新校舎落成式」開催
新校舎の完成を祝いました（市立みらさか小学校）

新しい校舎は、鉄筋コンクリート３階建て、床面積3,740㎡で、普通教室６室、特別支援教室２
室、音楽室などの特別教室６室を配置し、全教室に冷暖房を完備しています。このほか、屋内運動
場（講堂）、屋外教室（テラス）などを備えています。また、１階玄関付近や各室表示板の一部には、
三良坂中学校の中庭にあったヒマラヤ杉を使用し、温かみを演出しています。
１月７日（水）から三良坂小学校がこの新校舎に移転、４月からは灰塚小学校、仁賀小学校が移
転し、県北初の小中一貫教育校「みらさか学園」としてスタートします。たくさんの子どもたちが
この校舎で学び、三次市がめざす子ども像「三

み
次
よし
夢
ゆめ
人
びと
」として巣立っていくことを願っています。

1226
（金）

①

③

⑤

②

④
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（左）一斉放水　　（右上）入場行進　　（右下）はしご乗り

声援を送る応援隊の皆さん

コートで踊り三次
をアピールする
「きりこちゃん」

「平成 27 年三次市消防出初式」開催
市民の生命・財産を守る決意を新たにしました（十日市親水公園）

JT サンダーズ応援隊バスツアーで
市民応援隊が熱い戦いを観戦！
（広島県立総合体育館　グリーンアリーナ）

新春恒例の消防出初式を、総勢898人の消防団員、消防職員の参加により開催しました。
消防音楽隊のカラーガード隊を先頭に入場した後、新入団員等の辞令交付、表彰状の授与などを行いました。
団長の訓示等に続いて、はしご乗りと消防ポンプ車による一斉放水が行われ、士気を高めました。

JTサンダーズ交流事業として、Ｖ・プレミアリー
グ男子（バレーボール1部リーグ）の試合を観戦す
るバスツアーを開催し、約120人の市民が「JTサン
ダーズ対サントリーサンバーズ戦」を観戦しました。
フルセットに及ぶ熱い戦いの末、惜しくもJTサン
ダーズが敗れましたが、参加者の皆さんは最後まで
大きな声援を送りました。試合の合間には、「きり
こちゃん」がJTサンダーズのマスコット「サンダー

1 4
（日）

1 10
（土）

※�社会教育課（☎0824-62-6191）では、世界・全国大会へ
出場される方の情報をお待ちしています。

全国大会に出場された方々をご紹介します。それ
ぞれの舞台での更なるご活躍に期待しています。

全国大会出場
おめでとうございます

名　前
（所属等）

大会名
（開催日／開催地）

日
ひ
高
だか
　琴
こと
子
こ
さん

（進徳女子高校３年生）

第67回全日本バレーボール
高等学校選手権大会

（平成27年１月５日～７日、
	 １月10日・11日／東京都）

沖
おき
土
ど
居
い
　咲

さ
希
き
さん

広島文教女子大学
附属高校１年生

第23回全日本高等学校
女子サッカー選手権大会

（平成27年１月３日～ 11日／兵庫県）

休
やす
石
いし
　京

きょう
加
か
さん

（三次高校３年生）
第31回ピアノ・オーディション本選
（平成27年３月27日／神奈川県）

安
あ
部
べ
　明

あ
日
す
香
か
さん

（八次小学校６年生）

石川遼カップ
ジュニアゴルフチャンピオンシップ
（平成27年３月26日・27日／栃木県）

坊や」とチアリー
ダーの皆さんと登場
し、会場を沸かせま
した。
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人材情報サイト「マイナビ」が平成27年卒業予定の学生を対象として実施したＵターン・地元
就職に関する調査によると、卒業した後に生まれ育った地元で暮らしたいと考えている学生は６
割以上に上ります。
三次出身の学生の中にも、「地元で就職したいけれど三次の企業でどのような募集があるかわ
からないから帰れない」という方も多いのではないでしょうか？
市では、三次市雇用労働対策協議会と連携して、平成28年３月卒業予定者を対象に、広島市
内で三次市内の企業の合同就職説明会を開催します。参加費は無料ですので、市外で暮らす子ど

三次で働いてみませんか？
「三次市合同就職説明会」開催！

定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ

1

定住情報発信

みよしで暮らそう！
シリーズ 1

シリーズ

1定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ９

問 定住対策室定住対策係　☎（0824）62-6129　 （0824）62-6404　 teijyu@city.miyoshi.hiroshima.jp

もさんやお友達に、ぜひ声をかけてみてください。
●と　　き　３月６日（金）13 時 30分～ 16時
●と こ ろ　メルパルク広島　５階「瀬戸」
　　　　　　（広島市中区基町６-36 ☎ 082-222-8501）
●対　　象　平成 28年３月卒業予定者【定員 30人】
●内　　容　�参加企業による会社説明、参加企業との意

見交換会
●申込方法　�名前、電話番号、学校名を、電話、FAX、メー

ル等でお知らせください。
●申込締切　２月 28日（土）

参加予定の企業等
◦㈱ニイテック
◦㈱サングリーン・㈲はなわ
◦㈱広島三次ワイナリー
◦㈱ジーンズ・カジュアル・ダン
◦㈱サンエー
◦㈱シナジーテクニカ
◦㈱ディア・レスト三次
◦社会福祉法人　優輝福祉会
◦㈱佐々部材木店
◦三次農業協同組合

新
し
い
年
も
１
カ
月
ほ
ど
が
過
ぎ
ま
し
た
。

１
月
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
会

合
が
多
い
月
で
し
た
。
い
き
い
き
と
活
躍
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
お
話
す
る
こ
と
が
で

き
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

昨
年
暮
れ
に
、
国
が「
地
方
創
生
」の
新

た
な
方
向
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
雇
用
の
創

出
や
定
住
促
進
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

支
援
な
ど
の
総
合
戦
略
を
展
開
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。「
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
社

会
」に
真
正
面
か
ら
挑
戦
し
て
い
る
三
次
市

に
と
っ
て
、
ま
さ
に
時
を
得
た
も
の
で
、
地

方
創
生
の
新
し
い
動
き
は
大
き
な
追
い
風
で

す
。
流
れ
を
先
取
り
し
て
き
た
三
次
市
と
し

て
は
、
さ
ら
に
大
胆
に
前
へ
打
っ
て
出
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ち
ょ
う
ど
三
次
市
は
、

こ
れ
か
ら
10
年
間
の「
三
次
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
た
ば
か
り
で
す
。
こ
の「
三
次
市

総
合
計
画
」は「
定
住
促
進
」や「
女
性
の
活

躍
支
援
」な
ど
を
戦
略
的
に
進
め
る
も
の
で
、

国
が
求
め
て
い
る「
地
方
版
総
合
戦
略
」に

そ
の
ま
ま
な
り
得
る
も
の
で
す
。
三
次
市
が

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
国
の
制

度
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
有
利

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
１
年
前
倒
し
し
て「
三
次
市
総
合
計

画
」を
策
定
し
た
こ
と
が
、
思
い
も
し
な
い

形
で
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
方
創
生
は
、「
地
方
が
自
ら
考
え
、
自

ら
創
り
出
す
」も
の
で
、
共
に
考
え
、
共
に

創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
知
恵
と
創
造
力
を
生
か
し
き
る

た
め
に
、
す
で
に
発
足
さ
せ
て
い
る「
地
域

応
援
隊
」を
は
じ
め
、
さ
ら
に
地
域
と
行
政

を
つ
な
ぐ
新
し
い
組
織
も
作
っ
て
い
き
ま

す
。
三
次
市
が
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
る「
ま

ち
づ
く
り
」を
創
造
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
、

ま
さ
に「
地
方
創
生
」の
営
み
そ
の
も
の
だ

と
い
え
ま
す
。

さ
て
、
３
月
22
日
に
は
、「
中
国
や
ま
な

み
街
道
」が
待
望
の
全
線
開
通
を
迎
え
、
山

陽
、
山
陰
、
四
国
、
関
西
、
九
州
が
結
ば
れ

ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
三
次
駅
周
辺
の
整

備
も
整
い
、
三
次
の
新
し
い
玄
関
口
と
し
て

共
に
考
え
、
共
に
創
り
出
す

―
新
し
い
地
方
創
生
が
始
ま
る

ますだの
�つぶやき

連載

Vol.41

三次市長　増田和俊

三次中央ロータリークラブ例会にて

生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。さ
ら
に
、

こ
れ
か
ら
の
農

業
を
創
造
す

る「
ト
レ
ッ
タ

み
よ
し
」も
３

月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
へ
心
弾

む
、
春
が
や
っ

て
き
ま
す
。

2015.2.10  広報みよし 14



広島精密工業株式会社 三次工場

株式会社三次製作所

●�立地等　三次工場は、尾関山の東側、市街地の中に立地しています。昭和 42年
11月に新設、現在まで当地で自動車部品を製造されています。
●�特徴等　本社を広島市南区に置き、高陽工場を主力工場としてシフトロッドを主
力部品に、多種類の自動車部品を製造されています。
　�「優れた技術で生きがいのある職場」、「いかなる変化にも柔軟に対応し、すべて
の行動は敏速に行い、お客様に喜びと感動を提供する」をモットーに事業を進め
られています。
　�お客様からの課題について共同または単独での研究・追及を行い、製品一つひ

●�立地等　JR 塩町駅から徒歩１分の住宅地の中にあり、旧塩町中学校跡地を譲り
受けて昭和 46年に設立されてから現在まで、当地で操業されています。自動車
では三次 ICから 12分、三次東 ICから８分の好立地です。
●�特徴等　事業分野は、大別すると金物関係と縫製関係に分かれ、硬いものと柔ら
かいものを製造されています。
　�金物関係は、主に自動車用排気管、オープンカー幌部品、健康器具フレーム等を、
縫製関係は、自動車用のシートカバーやオープンカーの幌等を製造されています。
　�金物はプレス・NCベンダー（パイプ曲げ）から溶接まで、縫製は布の裁断から
縫製まで、一貫した生産工程に対応することができます。現在は自動車部品が主力ですが、将来は自動車部品以
外の製品についても比率を増やすことを考えられています。
　�従業員は三次市在住が 67％と大半を占め、その他も近郊（庄原市、安芸高田市、世羅町等）の方が中心です。
今後とも、地域住民の皆さんと共に、「環境の変化に対応出来る企業」をめざして成長を進めていかれます。
●�従業員採用計画　これまで地元の方を中心に採用されており、素直で協調性があり、健康で積極的な人材を求め
られています。なお、平成 28年度の採用は未定とのことです。

今回は、長年にわたり街中で操業し、地域に根付いて発展を続ける自
動車部品メーカー２社をご紹介します。これらの部品は、私たちが普
段乗っている自動車から海外専用の自動車まで幅広く使われています。

中川三次工場工場長

牧岡代表取締役社長

とつの信頼性は高く評価されています。「品質は工程で作り込む」思想のもと治具研究、ツールサーベイの推進、
NC制御確認装置、自動計測装置、ポカヨケ等の装置を実践・研究し、多量生産、多種変量生産であろうと「工
程で品質が保証される」設備の構築を計り、更なる品質向上活動を進められています。ISO9001 を取得して品
質システムにそった品質創造の基礎をつくり、世界に提供できるものづくり体制を築きあげ「世界へはばたく広
島精密」をめざされています。

会社概要
本　社 広島市南区大州二丁目 5番 13号
三次工場 三次市三次町 1656番地
代表者 代表取締役社長　森

もり
野
の
　浩
ひろ
志
し

設　立 昭和25年10月
事業内容 輸送機械器具製造業
主　な
取引先

マツダ㈱、広島アルミニウム㈱、
リョービ㈱、愛知機械工業㈱　ほか

会社概要
所在地 三次市塩町 2171番地 1
代表者 代表取締役社長 牧

まき
岡
おか
　隆
たか
宏
ひろ

設　立 昭和 46年 11月

事業内容 自動車部品、健康器具部品等の製造・
販売

主　な
取引先

㈱ヒロテック、㈱東洋シート、
㈱辻鐵工所、オージー技研㈱、
㈱ニッケイ加工　ほか三次製作所外観

マシニングセンター

コントロールロッド SKYACTIV-MT MAZDAアテンザ
アクセラ

●�従業員採用計画　チームワークを大切に生き
生きとした活力のある方、決めたことの守れる
人材を求められています。
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※各項目の数値は、環境省一般廃棄物処理実態調査および広島県一般廃棄物処理実態調査の結果から引用

問 環境政策課業務管理係　☎（0824）66-3449　 （0824）66-3168

エコで
いこう！
エコで
いこう！
みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

ごみ
減量
ごみ
減量

節電節電

三次市のごみ処理状況
平成24年度に市内から排出された一般廃棄物は、約１万7,000
トンでした。このうち、焼却されたごみは約１万1,000トンで、全
体の６割以上にもなります。資源化処理されたごみは約4,000トン
で、燃え殻など資源にならないごみとして最終処分（埋立）された
ものは約2,400トンでした。

■一般廃棄物の処理量等
平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

処理量（ｔ） 1万 8,039 1 万 7,891 1 万 7,310 1 万 7,591 1 万 7,729
資源化量（ｔ） 4,430 4,469 4,326 4,064 4,092
最終処分（埋立）量（ｔ） 2,188 2,476 2,222 2,414 2,428

■人口の推移
平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

三次市の人口（人） 5万 8,828 5 万 8,139 5 万 7,712 5 万 7,173 5 万 6,846

■１人１日当たりのごみ排出量
平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

排出量（ｇ /日） 840 843 822 841 854
【参考】全国平均 919ｇ /日・人（平成 23年度）、広島県平均 870ｇ /日・人（平成 24年度）

■資源化率
平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度

資源化率（％） 24.6 25.0 25.0 23.1 23.1
【参考】全国平均 20．4％（平成 23年度）、広島県平均 22.1％（平成 24年度）

■ごみ処理経費
　�平成 24 年度に、ごみを処理するために使われた費用は約 6億 3,400 万円で、市民１人当たり約 1万
1,000 円の費用がかかったことになります。また、ごみ 1トン当たりの処理費用では、約 3万 5,000 円に
なります。

平成20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度
ごみ処理経費（万円） 6億 5,893 6 億 9,168 6 億 6,259 6 億 7,189 6 億 3,417
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お子さんの定期の予防接種は
お済みですか？
　次の予防接種の対象の方で、
接種がまだの方は、お早めに接
種されることをお勧めします。

行事名 と　き ところ 対　象 内容など 申し込み・問い合わせ先

離乳食講座 ３月３日㈫
13：30～ 15：30

三次市生涯学習
センター３階
調理実習室

５カ月頃から18
カ月頃までの乳
幼児を子育て中
の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りなが
ら、楽しく交流しましょう！ 10人
で締め切ります。
※�託児を行いますので、ご希望の方
はお知らせください。

健康推進課健康食育推進係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382
・申込締切　２月24日㈫

子育て相談 ２月24日㈫
10：00～ 11：30

三次市福祉保健
センター３階

乳幼児と
その保護者

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、
育児のことなど、お気軽にご相談く
ださい。

健康推進課母子保健係
☎（0824）62-6257
（0824）62-6382

行事のお知らせ

水痘（みずぼうそう）
　平成26年10月から定期の予防接種として実施して
います。
●定期の予防接種対象者　１歳以上３歳未満の方
●�接種回数　２回（２回目は、１回目終了後３カ月以上、
標準的には６カ月から12カ月までの間隔をあける）

麻しん風しん混合ワクチン予防接種
　平成26年度の麻しん風しん混合ワクチン予防接種
（第２期）を、定期接種として無料で接種できるのは、
平成27年３月31日までです。
●定期の予防接種対象者
第１期　１歳以上２歳未満の方
第２期　小学校就学前の１年間（年長児）の方
（平成20年４月２日から平成21年４月１日生まれの方）

二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種
●定期の予防接種対象者　11歳以上13歳未満の方
※�標準的な接種年齢は11歳から12歳（小学校６年生）までです。

問 健康推進課母子保健係
 　☎（0824）62-6257　 （0824）62-6382

　「私、親からかわいがられた記憶がな
いんです」涙をこぼす若い母。「でもね、
あなたが今ここに生きているという事は、
かわいがられた事があるんです」。自分
を受け入れ、愛を伝える子育てとは…。
●と　き
　３月４日（水）10 時～ 11時 30分
●ところ
　十日市コミュニティセンター２階講座室
　※託児あり（要予約）

●対　象
　�乳幼児から高校生までのお子さんがい
る方
●講　師
　（一社）倫理研究所生涯局
� 講師　持

もち

山
やま

千
ち

津
づ

枝
え

さん
●参加費
　200円（テキスト・お茶代）
　※セミナー終了後、個人相談もできます。

第６回子育てセミナー（８回シリーズ）

愛を伝える子育て
～親子の絆を深めよう～

【注】�平成26年度に限り、３歳以上５歳未満の方（接種済みの
方やみずぼうそうにかかった方を除く）は１回接種でき
ます。必ず５歳の誕生日の前日までに接種してください。
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申・問 三次市役所君田支所　☎（0824）53-2111　 （0824）53-2961

「糖尿病予防講演会」を開催します
　健診結果で血糖値やヘモグロビンA1C（エイワンシー）が高めと言われたことがありませんか？
糖尿病を知り、日常生活の中でできる予防について一緒に考えてみましょう。当日は、市立三次中
央病院糖尿病療養指導チームによる無料血糖値測定なども行います。
●と　　き　２月 28日（土）　13時 30分～ 15時 30分
●と こ ろ　君田生涯学習センター
●講　　演　「糖尿病ってどんな病気？～かかりつけ医の糖尿病診療～」
　　　　　　講師　中村医院　中

なか

村
むら

英
ひで

典
のり

 医師
●申込締切　２月 26日（木）　　　         ●共　　催　君田町の福祉をすすめる会

参加
無料

広告

問 健康推進課健康食育推進係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

定期予防接種
高齢者肺炎球菌予防接種はお済みですか？
昨年10月１日から高齢者肺炎球菌予防接種費用の助成が始まって
います。対象の年齢の方には、昨年９月下旬に紫色の封筒で接種券等
を送付しています。過去に23価肺炎球菌ワクチンの予防接種を受け
ていない方で接種を希望する方は、平成27年３月31日までに接種し
てください。

問 健康推進課健康食育推進係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

市役所庁舎の敷地内禁煙を実施します
第２次三次市健康増進計画に定める公共施設の敷地内禁煙実施100％の取り組みとして、
市役所庁舎等の敷地内禁煙を新たに次の施設で実施します。ご理解とご協力をお願いします。

布野支所、吉舎支所、三和支所、甲奴支所、水道局（寺戸浄水場・錦水園）
新たに実施する施設 平成27年３月１日（日）から実施します開始日

すでに実施している施設
市役所本庁、君田支所、作木支所、三良坂支所、みよしまちづくりセンター、ふれあいセンターみよしエリ
ア内（三次市福祉保健センター、三次市生涯学習センター、市立図書館、三次市青少年女性センター）

【注】４月以降の接種は全額自己負担になります。※詳しくは、「広報みよし」10月号をご覧ください。
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おでかけで体全体が働きます
活発な生活を！

体が動く
外出の仕度や移
動など…。

お口が動く
人と会ってお話
したり…。

心が動く
季節を感じたり
笑ったり…。

脳が動く
外出の段取りで
脳はフル回転！

バランスの良い
食事をしましょう

お口のお手入れ、
体操をしましょう

体操やよい姿勢で
動きやすい体づく
りをしましょう

健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）
相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

心の
健康相談

３月17日（火）
受付時間

13：00〜 14：00 広島県北部保健所
相談室

（広島県三次庁舎
第３庁舎３階）

対�　象：ストレス・うつ病など心
の健康について不安のある方お
よびその家族など
スタッフ：精神科医師・保健師

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課保健対策係
☎（0824）63-5181㈹
� （内線3342、3343）
（0824）63-5190
※�電話をお使いになれない場合は
FAXでお申し込みください。

エイズ
検査・相談

３月11日（水）
受付時間

13：00〜 14：30

検査は無料・匿名で受けられます。
結果はその日にお知らせできます。
相談は随時実施しています。

昨年５月から11月まで実施した「みよし　おでかけ・元気づくり応援事業」に、603人の方に応
募していただきました。抽選のうえ、総勢500人の方に「おでかけ利用券」や「運動グッズ」など
の特典品を発送しました。たくさんのご応募をありがとうございました。
※商品の発送をもって当選発表にかえさせていただきました。

みんなでおでかけ！のばそう健康寿命！
「みよし　おでかけ・元気づくり応援事業」特典品発送！

これからも

〝おでかけ＂ して
元気にお過ごしください！

家に閉じこもらず、
外出する習慣を持つことは、

「究極の介護予防」といえます。
みんなで誘い合い、

“おでかけ”しましょう！

3既に返済を終えている方
（完済）の過払い金返還請求

過払い金
無料診断！

資料・書類が
なくても大丈夫！

調査した結果、過払い金がなかった場合は、
費用は一切頂きません。

過払い金が発生していた場合、費用は
取り戻した過払い金の中から精算しますので、
持ち出しは一切ありません。

借金問題・過払い金借金問題・過払い金
三次市
安芸高田市
庄原市・北広島町

明日にはばたく

※司法書士の代理権の範囲は訴額が 140 万円以下の案件に限ります。 ※受任後には費用が発生致します。

20（金）
安芸高田市

21（土）
庄原市

23（月）
北広島町

三次ふれあい会館
（三次コミュニティセンター）無料相談会

5321-1316-60］XAF［  3321-1316-60］LET［  階5ルビ田代千町森南号2番2目丁2町森南区北市阪大  4500-035〒
［Email］tenma-syosi@watch.ocn.ne.jp  専理整務債［  /pj.isoys-amnet.www//:ptth］PH［ 門HP］http://www.tenma-saisei.jp/

大阪司法書士会 会員番号 第3022号
簡易裁判所訴訟代理認定番号 第612185号

代表司法書士
松本 正勝

十日市
コミュニティセンター

22（日）
三次市

24（火）
三次市

つの安心

発生していた過払い金が少額であっても、
費用を持ち出して頂くことは一切ありません。

※長期に渡り返済を続けている方は、
　現在の借金がなくなり過払い金が発生する可能性があります。

期間中
右記地域
でも開催！

問 健康推進課健康食育推進係
 　☎（0824）62-6232
 　 （0824）62-6382

広告
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Q	 �年末年始の休日夜間急患センターの受診患者数と主な症状等を教えてください。
A	 �年末年始の受診患者の状況 （単位：人）
区　　分 12 月 30日 12月 31日 １月１日 １月２日 １月３日 １月４日 計
内科日勤帯 60 66 40 61 58 59 344
内科準夜間 13 15 8 9 8 7 60
外科日勤帯 20 14 21 16 20 12 103
受診患者計 93 95 69 86 86 78 507

A	 受診患者の主な症状
区　　分 12 月 30日 12月 31日 １月１日 １月２日 １月３日 １月４日 計

インフルエンザ 9 17 13 15 17 15 86
嘔吐・下痢 4 0 3 17 16 13 53
入院した人 0 0 1 2 1 0 4

問 健康推進課地域医療係　☎（0824）65-1294　 （0824）62-6382
　 三次市休日夜間急患センター　☎（0824）62-1103（三次地区医療センターと兼用）

予約・電話相談・問 健康推進課健康食育推進係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

知っておきたい 救急医療Ｑ＆Ａ 市民の方からお寄せいただいた質問にお答えします。

現在、広島県では、インフルエンザ警報が発令中です
うがいや手洗いの励行により、未然防止する習慣をつけましょう！

３月は「自殺対策強化月間」です
我が国では、３月を「自殺対策強化月間」と定め、自殺防止を
呼びかけるために、様々な取り組みを行っています。
三次市の自殺死亡率は、県平均と比較して高く、特に壮年期と
高齢期の割合が高い傾向にあります。自殺の理由は、「健康問題」
が最も多く、次いで「経済・生活問題」、「家庭問題」となってい
ます。

こころのSOSに気づいてください！
健康問題の中で「うつ病」が起因している場合も少なくありません。うつ病と不
眠には深い関係があり、「疲れているのに眠れない」「夜中に目を覚ましてしまう」「朝
早くに目覚めてしまう」などの症状が現れます。
周りの人から見ても、睡眠の問題には気づきやすいものです。まずは「眠れてい
ますか？」の一言から、身近な方へ声掛けを行ってみてください。睡眠に関する悩
みを抱えている方は一人で悩まず、まずはご相談ください。

自殺対策の標語とシンボルマーク
（広島県）

自殺対策強化月間
「パネル展」のお知らせ

●と　き
　３月2日（月）～３月16日（月）
●ところ
　サングリーン１階センターコート

「睡眠電話相談（要予約）」のお知らせ
～一人で悩まず、相談を！～

●と　　き　３月５日（木）・６日（金）
●受付時間　９時～ 16時
●内　　容　保健師による電話相談・個別相談
※面接は予約制です。事前にお申し込みください。
※ご本人だけでなく、ご家族の方もお気軽にご相談ください。
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おいしい野菜の“旬レシピ”
旬の野菜は栄養価が高いだけでなく、一年中で最もおいし
く、人間がその季節に必要としている栄養素もたっぷり含ん
でいます。おいしい旬の野菜をたっぷり使った簡単メニュー
をご紹介します。ぜひ、ご家庭で作ってみてください♪

春菊………………………………… １束
にんじん……………………… １/４本
なめたけ（ビン詰め）… …… 大さじ３
生姜汁………………………… 小さじ１

【 材 料（ ４ 人 分 ）】
①春菊を洗い、食べやすい大きさに切る。
　にんじんはせん切りにする。
②�春菊、にんじんをそれぞれ茹でて、水にとり、軽

く絞る。
③②をなめたけ（ビン詰）と生姜汁で和える。

【 作 り 方 】

かんたん！ 春菊の和えもの （１人分25kcal）

※春菊の替わりに、小松菜・ほうれん草・にらなどでもおいしいです！

ヘルスポイント！
春菊には、体内でビタ
ミンＡに変わるβカロ
テンが豊富です。βカ
ロテンは皮膚や粘膜を
丈夫にし、風邪を予防
するなどの効果があり
ます。

応募・問 健康推進課健康食育推進係　〒728-0013 三次市十日市東３-14-25
☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

400ml献血にご協力をお願いします。
３月の献血

と　き ところ（問い合わせ先）

３月17日（火）
10時～ 11時30分
12時30分～ 15時

十日市コミュニティセンター
三次市職員互助会
（三次市役所総務課）
☎0824-62-6105

※共催：十日市自治連合会

※�その他の移動献血の予定は、市ホームページ（「暮らしの情報」
の「健康」内）をご覧ください。

広告

2015年３月９日より、毎週月曜日と火曜日
（10：00～12：00と13：30～15：30）にiPadで
タブレット教室を開講します。
受講料は１回1,500円（定員：６名）です。詳しくは
お電話または店頭チラシにてご確認ください。

ご予約お待ちしております！

タブレット教室のご案内

☎（0824）63-1525
みよしパソコンスクール
三次市十日市南1-6-15
サングリーン向い側

パソコンの修理や買い替え、
インターネットの設定等もお
気軽にご相談ください。

わたしの★我が家の★
野菜たっぷり「自慢レシピ」募集！

市では、〝もっと野菜を食べて元気になろう！＂を合言葉に、野菜摂取による生活習慣病予防を推進してい
ます。「広報みよし」の「おいしい野菜の〝旬レシピ＂」コーナーに掲載するレシピを募集しますので、皆さん
の自慢レシピをぜひご応募ください。
※掲載された方には、「オリジナル食育啓発グッズ」をもれなくプレゼントします。

レシピ（様式自由） 春野菜を使った料理名と、材料、分量（４人分）、作り方（調理のポイントなど）
をご記入ください。でき上がりの写真があれば添付してください。

応 募 方 法 名前（ペンネーム希望の方はご記入ください）、住所、電話番号を記入のう
え、　郵送、FAX、メールのいずれかでお送りください。

応 募 締 切 平成 27年３月６日（金）必着
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問 高齢者福祉課介護保険係　☎（0824）62-6387　 （0824）62-6381

第５期（平成24 ～ 26年度）介護保険事業の見通し

み ん な の 介 護 保 険シリーズ
第��　�回44

■介護給付費の推移
～年々増加、平成 26年度は約 67億円の見込み～

給付費総額

平成24年度 平成25年度 平成26年度見込

6,361

6,502

6,300

6,400

6,500

6,600

6,700
（百万）

6,6906,690

介護サービスを利用されると、その費用の１
割が利用者の自己負担となり、残りの９割を介
護保険料や公費を財源に、保険者である三次市
が支払います。その給付費は、平成24年度に
は63億6,100万円だったものが、平成26年度
では67億円程度になる見込みで、年々増加し
ています。

■サービス利用状況と認定率の推移
～認定者数が年々増加、認定率も県内で上位～

サービス利用状況と認定率の推移

0
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平成24年度 平成25年度 平成26年度

（人） （％）
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898
682
398

2,677

1,034
680
399

2,728

1,018
4,656 4,840 4,898

682
406

2,792

居宅 居住系 認定率（三次市）
施設 未利用者 認定率（県）

介護保険サービスを利用するためには、要介
護（要支援）認定を受けることが必要です。認
定者数は毎年増加し、平成24年度から平成26
年度までで242人増加しています。認定率も広
島県平均と比べると高く、県内で上位にありま
す。また、認定を受けていてもサービスを利用
していない方の割合も増えており、認定率上昇
の要因の一つとなっています。
※�サービス利用状況は介護保険事業状況ワークシートから引用
　（端数処理により合計が一致しない所があります）
※�認定者数と認定率は介護保険事業状況報告から引用（各年度 9
月末現在）
※�認定率は三次市の第 1号の被保険者数と要介護等認定者数か
ら算出

三次市の人口と高齢化率
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35.0
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平成24年度
65歳以上

31.4 32.1 32.9

平成25年度 平成26年度

17,871

38,975

18,054

38,140

18,262

56,846 56,194 55,446

37,184

0歳～64歳 高齢化率

市の人口は、合併以来年々減少を続けており、
平成24年９月末から平成26年９月末までの２
年間で、1,400人減少しています。一方、65
歳以上の高齢者人口は391人増えており、平成
26年９月末現在で高齢化率は32.9％と年々高
くなっています。この現象は、人口が減少する
中で、団塊の世代が65歳に到達してきたこと
が要因といえます。
※�人口、高齢化率は、各年度 9月末の住民基本台帳（平成 24年
度までは外国人登録を含む）の数値

■三次市の人口と高齢者人口の推移
～人口は減少、高齢者数・高齢化率は増加～

　現在、平成 27年度から平成 29年度までの３年間の介護保険事業を計画する、「第６期介護保険
事業計画」を策定しています。現計画期間（平成 24年度から平成 26年度まで）の介護保険事業の
見通しについてお知らせします。
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者
を
支
援
す
る
た
め
の
義
援
金
受

け
付
け
を
、
平
成
26
年
12
月
26
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

合
計
で
１
７
５
万
４
，３
３
１

円
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
広
島

市
に
全
額
送
金
し
ま
し
た
。
多
く

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問 

総
務
課
行
政
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
３

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

「
み
よ
し
あ
そ
び
の
王
国
」

芝
張
り
整
備
に
伴
う

利
用
制
限
の
お
知
ら
せ

み
よ
し
運
動
公
園
憩
い
の
広
場

「
み
よ
し
あ
そ
び
の
王
国
」に
、
利

用
者
の
安
全
対
策
、
土
砂
の
流
失

を
防
ぐ
た
め
、
芝
を
張
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、芝
を
養
生
す
る
た
め
、

部
分
的
に
利
用
を
制
限
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

利
用
制
限
期
間
（
予
定
）

　
２
月
上
旬
～
４
月
下
旬

問 

都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
０

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

一
般

三
次
市
長
選
挙

投
票
日
は

４
月
26
日（
日
）で
す

 

任
期
満
了
に
伴
う
三
次
市
長
選

挙
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

告
示
日　
４
月
19
日（
日
）

投
票
日　
４
月
26
日（
日
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
三
次
市
長
選
挙
の
立
候
補
届
出

に
必
要
な
書
類
等
を
配
布
し
ま
す

の
で
、
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と　
き

　
３
月
20
日（
金
）15
時
～

●
と
こ
ろ

　
三
次
市
役
所
本
館

　
６
０
５
会
議
室

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
９
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
９

８
・
20
広
島
市
大
雨

災
害
義
援
金
へ
の
ご

協
力
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
26
年
８
月
20
日
に
、
広
島

市
で
発
生
し
た
大
雨
災
害
の
被
災

当
番
医
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
先

　
備
北
地
区
消
防
組
合（
代
表
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
３

－

１
１
９
１

※
三
次
市
内
と
庄
原
市
内
か
ら
の
１
１
９

番
通
報
は
、
三
次
市
に
あ
る
備
北
地
区

消
防
組
合
の
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
へ
つ

な
が
り
ま
す
。

家
畜
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

飼
養
衛
生
管
理
状
況

の
定
期
報
告
を

お
忘
れ
な
く

家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改
正
さ

れ
、
畜
産
業
に
限
ら
ず
家
畜
を
飼

育
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
２
月
１

日
時
点
で
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の

頭
羽
数
、
飼
養
衛
生
管
理
状
況
に

つ
い
て
、
都
道
府
県
へ
の
報
告
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
家
畜

●�

牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、
羊
、
山

羊
、
豚
、
い
の
し
し

　
提
出
期
限
：
毎
年
４
月
15
日

●�

鶏
、
そ
の
他
の
家
き
ん（
あ
ひ

る
、う
ず
ら
、き
じ
、だ
ち
ょ
う
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
お
よ
び
七
面
鳥
）

　
提
出
期
限
：
毎
年
６
月
15
日

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
せ
い
た
だ
く
か
、

広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
飼
養
衛

生
管
理
基
準
」で
サ
イ
ト
内
検
索
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問 

広
島
県
北
部
畜
産
事
務

所
防
疫
課（
庄
原
市
）

　
☎（
０
８
２
４
）７
２

－

２
０
１
５

�

（
代
表
）

中
原
踏
切
の
拡
幅
工
事
に
伴
う

夜
間
通
行
止
め
に

ご
注
意
を

　
三
次
駅
周
辺
整
備
事
業
の
一
環

と
し
て
、
三
次
駅
西
に
位
置
す
る

中
原
踏
切
の
拡
幅
工
事
を
始
め
ま

し
た
。
工
事
に
伴
い
、
踏
切
前
後

の
区
間
の
夜
間
通
行
止
め
を
行
い

ま
す
。
通
行
止
め
の
日
時
は
、
事

前
に
現
場
周
辺
の
看
板
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
注
】夜
間
作
業
を
工
事
期
間
中
に
20
日

程
度
行
う
予
定
で
す
。
夜
間
作
業
は
、

全
面
通
行
止
め（
車
両
、
歩
行
者
、
自

転
車
の
い
ず
れ
も
通
行
不
可
）で
行
い

ま
す
の
で
、
迂
回
路
を
事
前
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
工
事
期
間

　
２
月
２
日（
月
）～
７
月
31
日（
金
）

●
作
業
時
間

◦
８
時
～
17
時（
昼
間
作
業
時
）

◦
22
時
～
翌
日
５
時

�
（
夜
間
作
業
時
）予
定

●
踏
切
工
事（「
Ｌ
」：
長
さ
、「
Ｗ
」：
幅
）

　
踏
切
延
長　
現
況 
Ｌ=
18
・
7
ｍ

　

⇒

計
画 

Ｌ
＝
14
・
3
ｍ

※
旧
三
江
線
撤
去
に
伴
い
踏
切
延
長
を
短
縮

　
踏
切
幅
員　
現
況 

Ｗ
＝
７
・
00
ｍ

　

⇒

計
画 

Ｗ
＝
８
．
95
ｍ

�

（
う
ち
歩
道 

Ｗ
＝
２・２
ｍ
）

●�

線
路
工
事　
踏
切
西
側
の
三
江

線
分
岐
変
更
、
旧
三
江
線
の
撤

去
、
遮
断
器
等
の
移
設

問 

都
市
整
備
課
駅
周
辺
整
備
・

　

 

区
画
整
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

 

チ
ー
ム
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２
４
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（
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８
２
４
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１
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緊
急
性
の
な
い

１
１
９
番
通
報
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

１
１
９
番
は
、
火
災
や
救
急
の

際
に
利
用
す
る
通
報
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
で
す
。

近
年
、「
い
た
ず
ら
」
や「
問

い
合
わ
せ
」と
い
っ
た
緊
急
性

の
な
い
通
報
が
多
数
あ
り
ま
す
。

１
１
９
番
の
電
話
回
線
の
数
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
消
防
車

や
救
急
車
を
必
要
と
す
る
人
が

１
１
９
番
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
、

緊
急
性
の
な
い
通

報
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

【
注
】「
い
た
ず
ら
」に
つ
い
て
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
罰
則
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
い
た
ず
ら
」で
の
通
報

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
注
】「
問
い
合
わ
せ
」に
つ
い
て
は
、
次

の
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
情
報
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
災
害
情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

５
１
１
９
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２月16日（月）から、市民税・県民税（住民税）の申告相談が始まります。
国民健康保険税や後期高齢者医療保険料の計算には、前年の所得の申告が必要です。申告がない場合、所得
が低い方に対する医療保険の保険税（料）の軽減等が受けられない場合があります。所得がない方や、遺族年金・
障害年金などの非課税年金を受給されている方も、必ず申告をお願いします。

●個人年金や生命保険等の一時金がある場合は申告を
　�所得税の確定申告をした方や、前年中の所得が　①給与　または、②課税される公的年金（厚生年金など）
のみの方は申告の必要はありません。ただし、これらの方でも個人年金や生命保険等の一時金がある場合、
保険税（料）額に影響が出ることがあるため申告が必要です。

●所得がない方にも申告をお願いする場合があります
　�国民健康保険と後期高齢者医療制度では、世帯主や被保険者、同一世帯の方の所得に応じて、保険税（料）
の軽減や自己負担限度額 *、入院時の食事代等の判定を行います。所得がない方にも申告をお願いする場合
がありますので、ご理解ください。

＊自己負担限度額…１カ月に支払う医療費が高額になる場合の本人負担額の上限額

小・中学校に在学（入学）する児童・生徒が、家庭の経済的理由のために就学困難と認められる場合、�
「就学援助制度」により就学費用の一部を援助します。

●�補助内容　学用品費、学校給食費、校外活動費　など
※詳しくは、児童・生徒の在学（入学）する学校、または学校教育課にお問い合わせください。

医療保険の軽減措置を受けるためには
市民税・県民税（住民税）の申告が必要です！

経済的な理由で小・中学校への就学が困難な場合
「就学援助制度」が利用できます

保険・年金

補助・支援

問 市民生活課保険年金係　☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809
　  申告相談に関すること 　課税課市民税係　☎（0824）62-6122　 （0824）62-6345

宝くじコミュニティ助成事業
「宝くじ」は地域の振興に役立っています
財団法人 自治総合センターは、地域文化の振興や地域コミュニティの健全
な発展を目的として助成活動を行っています。平成26年度は、一般コミュニ
ティ助成事業に２団体が採択され、宝くじの助成金によりコミュニティ備品が
整備されました。

団体名 整備された備品 助成額
布野おんな太鼓 附締太鼓、四本柱台、ケース　ほか　…写真① 250万円
吉舎町自治振興連合会 音響設備、イベントテント、展示パネル　ほか　…写真②③④ 250万円

問 地域振興課自治振興係　☎（0824）62-6395　 （0824）62-6404

問 学校教育課学校教育係　☎（0824）62-6184　 （0824）62-6288

① ② ③ ④
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皆さんの暮らしの応援隊
三次市障害者支援センターにお気軽にご連絡ください！

開所日 　月～金曜日（祝日を除く）　　 開所時間 　８時 30分～ 17時 15分
※緊急の場合は、開所日以外でもお電話ください。

相談・問 三次市障害者支援センター　☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132

手工芸などを教えていただけるボランティアを募集しています！

相談にのります！

福祉サービスの利用を含め、様々な生活全
般についてのご相談に応じます。

生活・福祉サービスの相談

支援します！

働きたいこと、できることを一緒に考え、
関係機関と連携を取りながら、個々にあっ
た就労を支援します。

就労のための支援

交流します！

地域の方との交流を行います。また障害者
（児）団体やボランティアグループの支援・
育成を行います。

地域との交流

応援します！

地域の中で、安心して自立した生活ができ
るよう学習や余暇活動を一緒に行います。

地域での自立生活支援

紹介します！

希望に添った情報の提供や、専門機関との
連携や紹介を行います。

情報提供や、専門機関の紹介

仲間づくり！

仲間と出会える、いろいろな人と交流できる、
話ができる、そんな交流スペースがあります。

交流サロン

話がしたい！

働きたい！

障がいについて
もっと知りたい！

こんなときは
どうすればいいの？

福祉サービスって何があるの？
どうすれば、利用できるの？

福
祉

「
認
知
症
の
人
に
も
や
さ
し
い

事
業
所
」を
認
定
し
て
い
ま
す
！

　
平
成
26
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た「
認
知
症
の
人
に
も
や
さ
し
い
認

定
事
業
所
＊１
」
認
定
事
業
は
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
事
業
所
の
登
録

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
＊1
）認
知
症
の
人
に
も
や
さ
し
い
事
業
所
…
認
知
症
の
人
に
も
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
し
て
い
る
事
業
所
、
施
設
、
店
舗
等

●�「
認
知
症
の
人
に
も
や
さ
し
い
事
業
所
」に
な
る
に
は
？

①
所
定
の
申
込
書
に
記
入
し
て
提
出

②�「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
＊２
養
成
講
座
」受
講
後
、
認
定

通
知
書
と
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付

（
＊2
）認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
…
何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し
て
、
自
分
の
で
き

る
範
囲
で
活
動
し
ま
す
。
自
分
自
身
の
問
題
と
認
識
し
、
友
人
や

家
族
に
学
ん
だ
知
識
を
伝
え
る
こ
と
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

の
気
持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
る
こ
と
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動

で
す
。

●�「
認
知
症
の
人
に
も
や
さ
し
い
事
業
所
」�

認
定
事
業
所（
平
成
27
年
1
月
末
現
在
）

　

�

①
協
同
組
合 

サ
ン
グ
リ
ー
ン　

②
Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ
協

同
組
合 

三
次
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

③
吉
舎

郵
便
局　
④
吉
舎
安
田
郵
便
局　
⑤
三
良
坂
郵
便
局

⑥
川
地
郵
便
局　
⑦
敷
名
郵
便
局　
⑧
三
和
郵
便
局

⑨
塩
町
郵
便
局　
⑩
甲
奴
郵
便
局　
⑪
川
西
郵
便
局

⑫
広
定
郵
便
局

問 

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５
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統
合
失
調
症
の
方
の

家
族
学
習
会
開
催

　
病
気
や
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学
習

し
ま
す
。同
じ
悩
み
を
持
つ
者
同
士
、

気
軽
に
集
っ
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
３
月
12
日（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●�

と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
２
階　
活
動
交
流
室

●
対　
象

　
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
の
み

●�
内　
容　
平
成
27
年
度
の
計
画
立
案

　

�（
皆
さ
ん
の
思
い
を
計
画
に
反

映
さ
せ
ま
し
ょ
う
）

●
申
込
方
法

　

�

３
月
10
日（
火
）
ま
で
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

募
集

三
次
市
立
保
育
所
で
働
き

ま
せ
ん
か
？

臨
時
保
育
士
を
募
集

し
ま
す

民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
委
嘱

　
委
員
の
欠
員
に
伴
い
、
平
成
26

年
12
月
22
日
付
け
で
、
次
の
方
が

新
た
に
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
広

島
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
名　
前　
坂さ
か
田た　
芙ふ

美み

惠え

●
住　
所

　
三
和
町
羽
出
庭
２
２
０
番
地

●
電　
話�

☎（
０
８
２
４
）５
２

－

２
２
１
１

●
担
当
地
区　
三
和
地
区

　
（
羽
出
庭
13
区
～
18
区
）

問 

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

平
成
27
年
１
月
か
ら

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
」の
対
象
疾
病

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

障
害
者
支
援
法
に
基
づ
く「
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
」の
対
象
と
な

る
疾
病
が
、
１
３
０
か
ら
１
５
１
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
な
る

方
は
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で

な
く
て
も
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
い
手
続
き
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

２
０
５
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
５

三
次
看
護
専
門
学
校
公
開
講
座

「
認
知
症
を
学
ぼ
う
」

参
加
者
募
集

●
と　
き　
２
月
20
日（
金
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

●�

対　
象　
認
知
症
の
予
防
に
興

味
・
関
心
の
あ
る
方

　
【
定
員
50
人
程
度
】

●
内　
容

　
①
認
知
症
に
つ
い
て

　
②
認
知
症
の
人
へ
の
対
応

　
③
認
知
症
を
予
防
す
る
生
活

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、
住

所
、
名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問 

　
広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

５
１
４
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

０
９
５
４

鳥
獣
害
対
策
研
修
会

参
加
者
募
集

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
を
な
く
す
た
め
、
田
畑
や
集
落

に
動
物
を
寄
せ
つ
け
て
い
る
原
因

と
、
そ
の
正
し
い
対
策
方
法
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
ん

な
で
勉
強
し
、正
し
い
対
策
を
知
っ

て
、
鳥
獣
害
に
強
い
守
れ
る
田
畑

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
可
能
な
常

勤
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。
働
い

て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
や
興
味

の
あ
る
方
は
、
保
育
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
募
集
職
種　
臨
時
保
育
士

※
１
日
単
位
で
勤
務
す
る
日
々
雇
用
保
育

士
の
登
録
も
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
必
要
な
資
格　
保
育
士

●
雇
用
期
間　
６
カ
月

※
契
約
更
新
の
可
能
性
あ
り

●
賃　
金　
日
給
８
，０
１
０
円
～

※
勤
務
年
数
加
算
、
シ
フ
ト
勤
務
加
算
あ
り

●�

労
働
条
件
等　
通
勤
手
当
、
社

会
保
険
、
雇
用
保
険
、
有
給
休

暇（
年
休
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休

暇
、
忌
引
等
）あ
り

応
募
・
問 

保
育
課
保
育
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

み
よ
し
日
本
語
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

市
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人
の

方
が
、
日
常
生
活
で
困
ら
な
い
程

度
の
日
本
語
を
マ
ス
タ
ー
で
き
る

よ
う
、「
み
よ
し
日
本
語
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
の
指
導
を
し
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。

●
と　
き　
毎
週
火
曜
日・木
曜
日

※
週
1
回（
90
分
間
）テ
キ
ス
ト
を
使
用

し
な
が
ら
指
導
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ

　

火
曜
日

　
三
次
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

木
曜
日

　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

●
募
集
人
員　
若
干
名

※
い
つ
で
も
事
前
見
学
が
可
能
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問 

地
域
振
興
課
ひ
と
づ
く
り
係

　
☎・
（
０
８
２
４
）６
４

－

２
８
３
２

広
島
弁
護
士
会
三
次
地
区
会

弁
護
士
に
よ
る
市
民

法
律
講
座
受
講
者
募
集

憲
法
は
暮
ら
し
と
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
憲
法
と
法

律
を
暮
ら
し
に
生
か
し
て
悔
い
の

な
い
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
３
月
28
日（
土
）

　
14
時
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

●�

講
義
内
容　
「
憲
法
と
法
律
を

暮
ら
し
に
生
か
す
」

　
講
師 

弁
護
士

�

溝み
ぞ
手て　
康や
す
史し

さ
ん

●
受
講
料　
無
料

問 

市
民
生
活
課
市
民
窓
口
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

2015.2.10  広報みよし 26

informationお知らせ informationお知らせ

補
助
・
支
援

保
険
・
年
金

福 

祉

募 

集

一 

般



き
」Vol.‌

12（
春
夏
号
）の
広
告
掲
載

店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
広
告
掲
載
料

　
1
枠
８
，０
０
０
円
～

●
応
募
締
切　
2
月
27
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問 

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
協
議
会
事
務
局

（
三
次
市
役
所
三
良
坂
支
所
２
階
）

　
☎・

�（
０
８
２
４
）４
４

－

３
８
５
５

春
の
歴
史
街
道

～
Ｒ
54
を
歩
こ
う
～

第
26
回
Ｒ
54

－

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ

大
会
参
加
者
募
集

●
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き

　
３
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22
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日
）朝
８
時
30
分
～

※
小
雨
決
行

●�

コ
ー
ス　
十
日
市
親
水
公
園
か

ら
布
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

で
16
㎞

●
対　
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小
学
生
以
上

※
タ
オ
ル
、雨
カ
ッ
パ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料　
５
０
０
円

�

（
傷
害
保
険
料
含
む
）

●
応
募
期
限　
２
月
20
日（
金
）

●
と　
き　
３
月
３
日（
火
）

　
13
時
30
分
～
16
時

●
と
こ
ろ

　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
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セ
ン
タ
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●
講　
演

　
「
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っ
て
か
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取
り
組
む

�
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獣
害
対
策
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広
島
県
鳥
獣
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害
対
策

　
ス
ペ
シ
ャ
リ
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�

井い
の
上う
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雅ま
さ
央て
る
さ
ん

●
事
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表
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で
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む
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鳥
獣
被
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～
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組
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い
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人
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千せ
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﨑ざ
き　
正ま
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ろ
さ
ん

●
事
例
発
表
②

　

�「
活
動
に
参
加
し
て

�

思
っ
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と
、
学
ん
だ
こ
と
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糸
井
集
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折お
り
口ぐ
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江え

さ
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応
募
方
法　

２
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日（
火
）

ま
で
に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員（
１
５
０
人
）に
な
り
次
第
、
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
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ン
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８
２
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第
９
回
中
村
憲
吉
記
念
短
歌

交
流
会
短
歌
作
品
募
集

●
と　
き　
５
月
９
日（
土
）

　
10
時
～
15
時

●
と
こ
ろ　
中
村
憲
吉
記
念
文
芸
館

●
作
品
募
集

◦
小
学
生
の
部

◦
中
学
生
・
高
校
生
の
部

◦
一
般
の
部

●
出
詠
料　
１
首
１
，
０
０
０
円

�

（
一
人
２
首
ま
で
）

※
小
学
生
、
中
学
生
・
高
校
生
の
部
は
無
料

●�

出
詠
方
法　
出
詠
用
紙
を
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
用
紙
は
布
野
町
ま
ち
づ
く
り
連
合
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　
３
月
31
日（
火
）

応
募
・
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布
野
町
ま
ち
づ
く
り
連
合
会

　
〒
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８
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０
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布
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応募・問 広島北部地域職業訓練センター（三次市職業訓練センター）　※定員になり次第、受け付けを締め切りますのでご了承ください
　　　　☎・ （0824）62-8500　 info@nhvtc.ac.jp　 http://www.nhvtc.ac.jp/

三次市職業訓練講座受講者募集
一般職業訓練講座　※時間は変更になる場合があります

講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 受　講　料　（　）は会員価格

シニアゆっくりパソコン教室 3/16～27 月・水・金 9：00～ 12：00 10 10,000 円※テキスト代別

広告 さざん亭三次店　パート・アルバイト大募集！
「さざん亭なら、こんな働き方ができます♪」
●お子様のお迎えや学校から帰ってくるまでに！９時（10時）～14時（15時）
●平日の学校帰りに！　18時～ 21時30分（時間は相談）
●土日にしっかり小遣い稼ぎ！　11時～ 20時、17時～ラスト
●平日メイン・土日メインもOK！
※�学校やプライベートとの両立も可能です！自分のペースでしっかり稼ぎ
たい！そんな希望にお応えします！年齢不問！未経験者大歓迎！交通費
補助！食事補助制あり！
＜賃金＞ホールスタッフ：時給 800円
※�接客や調理の経験は一切必要ありません♪スタッフもみんな未経験から
スタート。丁寧に指導しますのでご安心ください！

まずは、お気軽にご相談くだ
さい。

問 さざん亭三次店
　 （三次市南畑敷町479-1）
　 ☎（0824）64-0375
� （担当：河

かわ
越
ごえ
）

正社員も同時募集中！
　�ただ今、主婦・フリーター・学生が活躍中♪性別、年
齢関係なく活躍できます！一緒にお店を盛り上げま
しょう（＾＾）/
＜�応募方法＞事前電話連絡により、随時面接を行います。
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きりこちゃんオススメ！おでかけガイド

▶と　き　２月 22 日（日）
　開会９時30分（受付９時～）
▶ところ　布野中学校体育館
▶種目・参加費
　①ダブルス戦（１チーム２人）　1,000円／チーム
　②トリプル戦（１チーム３人）　1,500円／チーム
▶申込締切　２月18日（水）必着

神楽共演大会 in みわ 第12回
三次市布野町スリッパ卓球大会▶と　　き　３月１日（日）開演 12時（開場 11時）

▶と こ ろ　みわ文化センター　サンホール
▶出演団体　�横田神楽団（安芸高田市）、日

ひ
吉
よし
神楽団（安

芸高田市）、筏
いかだづ
津神楽団（北広島町）

▶入 場 料　指定席 2,500 円（当日 3,000 円）
　　　　　　自由席 一般 2,000 円（当日 2,500 円）、
　　　　　　中学生以下 1,000 円（当日 1,500 円）

家庭用スリッパで打球す
る卓球です。10分も練習
すれば、誰でも試合ができ
る手軽さも魅力。全員に当
たる豪華賞品の「お楽しみ
抽選会」もあります。

問 みわ文化センターホール等運営協議会事務局
 　（三和町自治連合会）　☎（0824）52-7086

申・問 布野町まちづくり連合会（三次市体育協会布野支部）
　　　☎（0824）54-2119　 （0824）54-2956

出場チーム
募集中！

　３月８日（日）10 時～ 12時頃 
▶と こ ろ　道の駅ゆめランド布野　林産館
▶定　　員　20人
※事前申し込みが必要です。
▶申込締切　２月 28日（土）
▶参 加 費　1,000 円／人 
※軍手を持参のうえ、作業しやすい服装でお越しください。

道の駅ゆめランド布野
きのこ植菌体験教室
椎茸となめ茸を原木
に植菌する体験ができ
ます。植菌した椎茸と
なめ茸の原木は１本ず
つお持ち帰りいただけ
ます！
▶と　　き

申・問 道の駅ゆめランド布野　ふれあい市場
　　　☎（0854）54-2939

ンサートです。
▶と　き　３月 15 日（日）13 時 30分～ 17時
▶ところ　三次市民ホールきりり　大ホール
▶入場料　700円
▶チケット販売　�三次市民ホール、CCプラザ、
　　　　　　　　サングリーン、三次音楽家協会

第 13回 若い芽のコンサート

そだてよう あなたとわたしで 三次の文化をテーマ

今年度開催された各種音
楽コンクール上位入賞者
と、音楽高校・音楽大学な
どに在籍する35人の皆さ
んによるピアノと声楽のコ

問 三次音楽家協会事務局　☎ 080-8243-1540

民謡、邦楽、大正琴、銭太鼓、和太鼓、民謡民舞

第 25回 けんみん文化祭
備北地区フェスティバル三次大会

▶と　　き　３月８日（日）開演９時 45分
　　　　　　（開場９時、開会行事９時 30分）
▶と こ ろ　三次市民ホールきりり　大ホール
▶出演団体　市内８支部の芸能部会所属団体
▶�出演内容　芸能、新舞踊、日本舞踊、コーラス、カラオケ、

問 三次市文化連盟　☎（0824）62-2222

※�詳しくは、布野町まちづくり連合会ホームページをご覧ください。

※指定席はみわ文化センターのみで販売します（電話予約不可）。
※当日の朝 9時から入場整理券を配布します。
【注】前売り券完売の場合、当日券はありません。

近隣市町のイベント情報

竹原で生まれ、後に「日本のウイスキーの父」と呼ばれた竹
たけ
鶴
つる
政
まさ
孝
たか
氏の、

人生を本物のウイスキーづくりに捧げた情熱と信念の軌跡をご紹介します。
スコットランド留学時に竹鶴政孝氏がウイスキー造りの工程を記した「竹鶴
ノート」や、竹鶴夫妻の映像など、貴重な資料を展示しています。
▶と　　き　３月 31 日（火）まで　※期間中無休
▶開館時間　９時～ 16時 30分
▶と こ ろ　竹原市歴史民俗資料館（竹原市本町 3-11-16）

竹鶴政孝展

問 竹原市「マッサン」推進委員会　☎（0846）22-4331

観覧
無料
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きりこちゃんオススメ！おでかけガイド

▶と　き　２月 21 日（土）・22 日（日）
　　　　　開演９時30分（開場９時）
▶プログラム

グランドオープンイベント
～伝統から創造へ～

市民ホール きりり イベント情報

入場
無料

　 グランドオープン式典・開会式  ２月 21 日（土）９時 30分～

　 第１部  ２月 21 日（土）９時 45分～
　　　 「第８回みよし伝統文化・芸能フェスティバル」
出�演団体（出演順）：酒河童太鼓、穴笠子ども神楽団、志和地子ども田楽クラブ、
ひまわり子ども三次神楽団、和田狂言太鼓子供同好会、茂田こども神楽団、
みらさか子ども沖江田楽団、布野わんぱく太鼓、横谷子ども神楽クラブ

第２部　２月 21 日（土）18 時～（終演 19時 30分頃）
出�演団体（出演順）：横谷神楽団、秀升会、三良坂ノースウインドアンサンブル、
Ｊ＆Ｇゴスペルクワイア

第３部　２月 22 日（日）10 時～（終演 16時頃）

くす玉を引いて、オープニ
ングを祝いましょう。皆さん
に持ち寄っていただいたリボ
ンをつなぎます。参加してい
ただける方は、21日９時まで
に長さ30㎝のリボンを準備し
ていただき、会場受付にお越
しください。

リボンでの参加者大募集！
～たくさんの方の思いをこめて～

出�演団体（出演順）：アロハローゼ、広島県民踊協会 柴田教室三次支部、プリンセスカーニバル☆DANCERS、三次巴ビ
デオクラブ、アロハピース・こうぬ、GRダンススクール、ル・メイダンスカンパニー、三次邦楽研究会、全世界空手
道連盟 新極真会 広島支部 三次道場、三次童心太鼓、日舞藤間流藤鶴会、みよし児童合唱団＋八次小学校合唱クラブ、
広島立川会山川流銭太鼓、八次きんさい太鼓、関西吟詩文化協会哲滄会 三次支部、銭太鼓高杉会ジュニアー、銭太鼓
高杉会、三次花ノ本会

３月 13 日（金）「関西学院グリークラブ演奏会」（開演 18時 30分）
　　　　　　 　　チケット料金（全席自由・税込）大人 1,500 円・高校生 1,000 円・ペアチケット 2,500 円
　　　　　　 　※中学生以下は無料、ただし入場に関してはチケットが必要
３月 25 日（水）「坂本冬美コンサート 2015」（開演　昼の部 14時 30分／夜の部 18時 30分）
　　　　　　 　　チケット料金（全席指定・税込）［１階席 ]7,000 円、［２階席 ]6,500 円、［３階席］6,000 円
　　　　　　 　【注】未就学児童の入場はご遠慮ください
３月 28 日（土）「佐々木リョウコンサート」（開演 18時）
　　　　　　 　スペシャルゲスト　沖

おき
田
た
 孝
たか
司
し
（ヴィオラ奏者）・P

ポ ム
omu（サンドアート）

　　　　　　 　　チケット料金（全席自由・税込）　前売り 1,000 円、当日 1,500 円
　　　　　　 　※小学生未満無料（ただし、席が必要な場合は有料）

３月 14 日（土）国際ソロプチミスト三次チャリティー映画会「超高速！参勤交代」
　　　　　　　　チケット料金（全席自由・税込）　1,200 円（当日 1,500 円）
　　　　　　　　チケット販売　CCプラザ、サングリーン、商工会議所、市民ホールきりり
４月 29 日（水・祝）「ザ・が～まるちょばカンパニー 1st JAPAN TOUR」（開演 17時 30分）
　　　　　　　　 　チケット料金（全席指定・税込）5,500 円　【注】未就学児童の入場はご遠慮ください

その他の主催イベント

その他のイベント

問 三次市民ホール きりり　☎（0824）62-2222　 （0824）62-2230

※各イベントの詳細は、「市民ホール きりり」のホームページ（http://www.kiriri.org/）をご覧ください。
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きりこちゃんオススメ！おでかけガイド

保ほ
う
元げ
ん
平へ
い
治じ 

縁え
ん
起ぎ

人
形
館
だ
よ
り
vol.15

小こ

督ご
う

塚づ
か

作
品
紹
介

企
画
展

小
督
塚
は
昭
和
45
年（
１
９
７
０
年
）
、

辻
村
寿
三
郎
が
37
歳
の
時
の
作
品
で
す
。
京

都
の
嵯さ

峨が

野の

を
訪
れ
た
時
に
感
じ
た
も
の

を
、
そ
の
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
を
通
し

て
表
現
し
た「
嵯
峨
野
縁
起
」と
い
う
シ
リ

ー
ズ
の
一
つ
で
す
。

小
督
は
、
平
家
物
語
の
巻
第
六
に
出
て
く

る
女
性
で
す
。
高た
か

倉く
ら

天
皇
は
小
督
を
寵ち
ょ
う

愛あ
い

し

ま
す
が
、
平た
い
ら
の
き
よ
も
り

清
盛
の
娘
・
徳と
く

子こ

が
高
倉
天
皇
の
中ち
ゅ
う

宮ぐ
う（
奥
様
の
一
人
）

で
あ
っ
た
た
め
、
清
盛
の
怒
り
を
買
い
ま
す
。

清
盛
を
恐
れ
て
小
督
は
嵯
峨
野
へ
身
を
隠
し
ま
す
。
し
か
し
、
高
倉

天
皇
は
小
督
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
笛
の
名
手
で
あ
る
源
み
な
も
と
の

仲な
か

国く
に

に
小
督
を

探
し
に
行
か
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
仲
国
が
嵯
峨
野
へ
着
く
と
笛
を
吹

い
て
小
督
を
探
し
始
め
ま
す
。
す
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
小
督
が
琴
を

演
奏
し
た
の
で
す
。

こ
の
時
小
督
が
演
奏
し
た
曲
は「
想そ
う

夫ふ

恋れ
ん

」と
い
う
、
お
互
い
に
愛

す
る
男
女
の
曲
で
し
た
。
仲
国
は
小
督
が
高
倉
天
皇
の
こ
と
を
い
ま
だ

愛
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
、
小
督
を
宮
中
へ
連
れ
戻
す
の
で
し

た
。�

（
学
芸
員　
所と
こ
ろ 

秀ひ
で

之ゆ
き

）

●
と　
　
き　
４
月
12
日（
日
）ま
で

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
毎
月
第
３
日
曜
日（
11
時
～
・
14
時
～
）

●
開
館
時
間　
10
時
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

●
休 

館 

日　
毎
週
月
曜
日（
祝
日
・
振
り
替
え
休
日
は
開
館
、
翌
平
日
休
館
）

●
入 

館 

料　
一
般
８
０
０
円（
７
０
０
円
）、学
生
４
０
０
円（
３
０
０
円
）、

　
　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
所
持
者
は
無
料　
※（　

）内
は
10
人
以
上
の
団
体
料
金

問 
辻
村
寿
三
郎
人
形
館　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

１ジ
ュ０
３サ
ブ
６ロ
ー

▼と　　き　３月２日（月）～４月 12日（日）
　　　　　　※休館日：３月 11日

▼開館時間　９時 30分～ 17時（入館は閉館の 30分前まで）

▼入 場 料　一般 1,000（900）円、ペアチケット 1,800 円、
　　　　　　高校生・大学生 500（400）円
※（　）内は20人以上の団体および前売り料金　※ペアチケットは一般男女のペアが対象
※中学生以下、身体障害者手帳など所持者は観覧料無料

千
せんの

利
り

休
きゅう

の高弟で、桃山時代の武将茶人 古
ふる

田
た

織
おり

部
べ

（1544-1615）。
利休亡き後、茶の湯界のリーダーとなった織部は、侘び茶を極め
た師とは対照的に、大胆奇抜な造形性を発揮し、斬新な美を創造
しました。世俗のかぶく風潮を察知し、時流の最先端を茶の湯に
取り込み、天下一宗匠となったのが織部です。織部の没後400年
を迎え、織部ゆかりの茶道具を展示し、その人物像と創意に迫り
ます。

ボランティアスタッフ募集！
奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんのご協力によって運営されています。
受付・監視、環境美化、ガイド、広報、事務・イベント、呈茶の各グループの中から、自分に合った活動でボランティアができます。

申・問 奥田元宋・小由女美術館　☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012

奥田元宋・小由女美術館企画展

没後四〇〇年 古田織部展 ～慶長の天下一茶の湯名人～

織部扇面形蓋物《美濃》
桃山時代 17世紀初期

▼と　　き　２月14日（土）～ 22日（日）
　　　　　　※会期中無休

▼開館時間　９時 30分～ 17時
　　　　　　（入館は閉館の 30分前まで）

三次市を中心とする県北の児童・生徒が制作した
作品を発表展示します。展示作品は、絵画、立体な
ど様々です。子どもたちの力作をご覧ください。

見た！描いた！撮った！わたしの作品発表展
平成 26年度児童・生徒作品展示事業
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きりこちゃんオススメ！おでかけガイド

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
覧
会

開
館
35
周
年
記
念 

平
成
26
年
度
新
春
の
展
示
会

「
広
島
の
災
害
と
防
災
」

▶

と　
き

　
１
月
16
日（
金
）～
３
月
22
日（
日
）

そ
の
他
の
予
定

○
１
月
23
日（
金
）～
３
月
29
日（
日
）

　
風
土
記
の
丘
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
「
春
を
待
つ　
三
次
人
形
と
ひ
な
人
形
」

○
２
月
14
日（
土
）10
時
～
12
時

　
ふ
ど
き
の
丘
体
験
教
室
第
７
回

　
「
こ
ふ
ん
の
森
た
ん
け
ん
② 

野
鳥
か
ん
さ
つ
」

○
３
月
14
日（
土
）14
時
～
16
時

　
平
成
26
年
度
文
化
財
ス
ぺ
シ
ャ
ル
講
座

　
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財

�

保
護
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

○
３
月
15
日（
日
）14
時
～
16
時

　
第
４
回
歴
風
ト
ー
ク

　
「
歴
史
民
俗
資
料
館
物
語

�

～
ひ
ろ
し
ま
か
ら
日
本
の
歴
史
を
探
る
～
」

問 

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 　
（
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
６

－

２
８
８
１

　

（
０
８
２
４
）６
６

－

３
１
０
６

関
連
イ
ベ
ン
ト

○
３
月
１
日（
日
）14
時
～

　
展
示
解
説
会

○
３
月
８
日（
日
）10
時
～
15
時

　
「
消
防
車
が
や
っ
て
く
る

�

―
防
災
体
験
大
集
合
―
」

申・問 はらみちを美術館（君田温泉森の泉内）
　 ☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119

はらみちを美術館企画展三良坂平和美術館企画展

申・問 三良坂平和美術館　☎（0824）44-3214

津賀忠子　水彩画展
上下町出身で、現在は広島市で活躍
中の水彩画家 津

つ
賀
が
忠
ただ
子
こ
さんの作品約

手描き友禅の世界 山本初子作品展

　２月１日（日）～３月 22 日（日）
※休館日：２月 25日（水）
▶開館時間　９時～ 17時
▶入 場 料　一般 300円、高校生 150円
※中学生以下、障害者手帳など所持者とその介助者は無料

問 吉舎歴史民俗資料館　☎・ （0824）43-2231

吉舎歴史民俗資料館企画展 美術館あーとあい・きさ企画展

吉舎町内幼児＆児童生徒美術作品展
町内保育所幼児から高校生までの作品展を順次開催していま
す。子どもたちの日ごろの学習の成果を、ぜひご鑑賞ください。▶と　　き　３月 28 日（土）まで

※休館日：月曜日

問 美術館あーとあい・きさ　☎・ （0824）43-2231

常設展
広島県指定史跡
　「三

み
玉
たま
大
おお
塚
つか
古墳」出土品・復元模型

吉舎町の山城
　「南

なん
天
てん
山
ざん
城」「平

ひら
松
まつ
城」復元模型

▶開館時間　10時～ 17時
▶入 館 料　無料

展示期間 ※休館日：月曜日 展示内容
2 月 3日（火）～ 13日（金） 日彰館高等学校生徒
2 月 18日（水）～ 28日（土） 吉舎中学校全学年生徒

※保育所幼児・小学校児童の作品展は終了しました。
※�三次青陵高校のご協力により、２月３日（火）から 13日（金）まで、同
校生徒の作品が一部展示してあります。

特別展
生活用具の今昔（Ⅲ）

平成18年３月に「三次の匠」
に認定された、三次市在住の山

やま

本
もと
初
はつ
子
こ
さんの作品展です。制作

に使用する道具も展示します。
正絹等に描く手描き友禅の多彩
な表現をご紹介します。

▶と　　き

お願い
　�来年度、藁（わら）の文化史をテーマにした企画展を
計画しています。ご自宅に藁で作られた民具や手作り
の作品がありましたら、ぜひお貸しください。

企画展をご覧いただいた方にロビーにてコーヒーを
サービスします。
●と　き　３月 21日（土・祝）、４月５日（日）

関連イベント T
タ ダ

ADAカフェ

30点をご紹介します。人物・風景・花など、光あふれ
る水彩画の世界をお楽しみください。
▶と　　き　3月1日（日）～ 4月12日（日）※休館日：月曜日
▶開館時間　９時～ 17時
▶入 館 料　一般 400円、65歳以上 300円、
　　　　　　高校生 200円
※中学生以下、障害者手帳など所持者は無料
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と　き と　こ　ろ 対象・申込方法

２月25日（水）13時～ 16時
※毎月第４水曜日の午後に開催しています。

三次市福祉
保健センター

15歳～ 39歳までの方とその保護者・支援者
相談は予約制ですので、相談日の前日までに電話で申し込みください。
※１相談１時間程度です。
※午前中や16時以降の相談にも対応しますので、ご相談ください。

■就職・就学に向けた相談会  無料
学校を中退して進路が決まらない方や、対人関係への不安などの悩みで仕事に就けずにいる方等を対象にした相談会です。

申・問 ひろしま北部若者サポートステーション　☎（082）516-6557
　　　地域振興課ひとづくり係　☎・ （0824）64-2832

DV 相談  無料
●と　き　随 時
●ところ　三次市青少年女性センター
　身体的な暴力はなくても精神的な暴力に苦し
んでいませんか？

行　事　名 と　き と　こ　ろ

「きこえ」に困っている人のための相談会
相談員　伊

だ
達
て
元
げん
一
いち
郎
ろう
（聴覚障害者）

３月14日（土）
相談時間　９時〜 12時
※要約筆記あり

三次市福祉保健センター１階相談室

知的障害者の相談会
相談員　新

しん
元
もと
史
ふみ
子
こ
（知的障害者相談員）

連絡先　☎090-2297-4546（新元）

３月21日（土・祝）
相談時間　10時〜 12時 
※要予約

三次市福祉保健センター１階相談室

ピア・カウンセリング
　ピアとは仲間、同じ障害を持った方が、例えば、このよ
うな相談を受けています。
　病気（特に統合失調症など）との付き合い方・人との付き
合い方・障害による悩み・障害による就職や恋愛の悩み・
話を聴いて欲しい・育児・うつ病・産後うつ　など

随　時
※要予約

カウンセリング時間
約１時間

三次市福祉保健センター２階活動交流室
（またはご自宅へ訪問します）

■障害者相談会  無料

問 三次市障害者支援センター　☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132

相談日 相談時間
毎週

月・火・木・金曜日 ９時～ 16時

※�市では、悪質商法の被害にあわないための出前講座を行っていま
す。地域や団体でお気軽にご利用ください。

■消費生活相談  無料
　消費生活に関する相談窓口として、消費生活セン
ターを設置しています。トラブルが発生したときや、
心配なときはご相談ください。

相談日 相談時間
２月19日（木）・３月５日（木） 13時～ 16時

■無料法律相談  無料
　毎月弁護士による無料法律相談を行っています。事
前予約のうえ、ご利用ください。

と　き と　こ　ろ
２月20日（金） 9時～ 12時 三次市福祉保健センター
２月24日（火） 10時～ 15時 三次市役所吉舎支所
２月25日（水） 9時～ 12時 作木福祉保健センター
２月26日（木） 9時～ 12時 三次コミュニティセンター

３月10日（火）

9時～ 12時 甲奴老人福祉センター
10時～ 15時 三次市役所吉舎支所
10時～ 15時 みわ保健センター
14時～ 17時 八次コミュニティセンター

３月16日（月） 9時～ 12時 みらさか福祉センター
※日程が変更される場合がありますので、ご利用の際はお問い合わせください。

■行政相談委員の相談所  無料
総務省では、国や特殊法人の仕事についての苦情の解決やご

意見・ご要望の実現に向けて、行政相談委員による相談所を開
設しています。お気軽にご利用ください。

問 総務省中国四国管区行政評価局
 　☎（082）228-6173　 （082）228-4955

問 市民生活課市民窓口係（消費生活センター）
 　☎（0824）62-6222　 （0824）63-2809

■年金・労働無料相談会  無料
　障害年金をあきらめていませんか。職場のトラブルで
困っていませんか。このような疑問や悩みに、社会保険労
務士がお答えします。

問 社会保険労務士井上澄子事務所
 　☎（0824）62-0323

問 地域振興課ひとづくり係　☎・ （0824）64-2832

と　き
３月11日（水）・４月８日（水）
いずれも13時30分～16時
※毎月第２水曜日に行っています。

ところ 十日市コミュニティセンター

相談員 特定社会保険労務士 井
いの
上
うえ
澄
すみ
子
こ
、道
みち
沖
おき
りえ

※年金相談の方は、年金定期便をご持参ください。

匿名で話せます　秘密は守ります　勇気を出してご相談ください

DV（ドメスティック・バイオレンス）とは？
夫や恋人のような親密な男性から受ける
暴力のことです
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地域安全ニュース
三次警察署管内防犯組合連合会・三次警察署

こんな電話は 詐欺！
●息子や孫を名乗って…
　　「風邪をひいて声がおかしい」
　　「携帯を落として電話番号が変わった」

●警察官や裁判所を名乗って…
　　「あなたの口座に不正な入金がある」
　　「キャッシュカードを預かります」

●株や社債の購入をもちかけて…
　　「必ずもうかります」
　　「名義を貸してください、お礼をします」
　　「後で当社が高値で買い取ります」

●宅配便等で「現金を送れ」　など

問 三次警察署　☎（0824）64-0110　 （0824）64-0116

だまされないために！　
　○元の電話番号にかけて確認！　　　　　○必ずもうかる金融商品は絶対ない！
　○「名義貸し」には絶対に応じない！　 　○暗証番号を他人に教えない！　
　○「現金を送れ」はすべて詐欺！　　　　 ○１人で判断せず、家族や警察に相談！

■ひとことアドバイス
○�一般廃棄物の収集・運搬は、市の許可を得た事業者し
か行えません。安易に廃品回収業者に処分を依頼する
ことは、トラブルのもとになりやすいので注意が必要
です。
○�粗大ごみや不用品の処分方法についてわからない場合
は、三次環境クリーンセンター（☎0824-66-3449）
にご確認ください。
� （独）国民生活センター「見守り新鮮情報」から

問 市民生活課市民窓口係（消費生活センター）　☎（0824）62-6222　 （0824）63-2809

廃品回収を依頼したら…
　　　高額な請求をされたトラブル
■相談例
　�高齢の母が、巡回していた廃品回収業者にテレビとオ
ルガンの回収を依頼した。業者はそれ以外にも小型冷
蔵庫やソファ、消火器などを勝手に持ち出し、「回収
費用として５万円」と請求してきた。母はそんな金額
になると思っていなかったので「１万円しかない」と
言うと、「内金として１万円を払い、残りは振り込んで」
と言われた。近日中に振り込むことになっているが、
高額な請求に納得がいかない。

の消 費 者 味 方

三次市の番組
「市役所ほっとニュース」　 デジタル111Ch 　毎週木曜日～新内容
「広報みよし朗読の時間」　 デジタル121Ch 　毎月17日・18日 ９時～

月～金曜日

生放送 ▶ニュース　▶特集　▶お知らせ　▶天気
17 時30 分スタート

三次の話題満載！

☎（0824）65-2211お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

無料三次市後援
受講料

締切日：開催日の5日前� 定員：各10人
※受講料は無料ですが、テキスト代金が必要です。
※�申込締切日前でも募集定員になり次第締め切
らせていただきますのでご了承ください。

パソコン教室のお知らせ「情報ストリート
あっちこっち三次」放送中

※�パソコンはWindows８（アップグレード版）、タブレットはアップル社製 iPadを
ご用意します。（パソコン・タブレットの持ち込みはご遠慮ください。）

三良坂会場…三良坂コミュニティセンター　十日市会場…三次市生涯学習センター

３
月

十日市
会　場

ネット実践コース
9 日（月）～ 12日（木）14時～ 16時

２
月

三良坂
会　場

デジカメ初心者コース
24 日（火）～ 27日（金）14時～ 16時

増刊 まちかどかわらばん 放送中！
まだまだ紹介しきれていない町の魅力を紹介します

２月16日～20日 三良坂町　　２月23日～27日 旧三次市北部
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スポーツ大好き！

3 月 の 主 な 行 事
みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
1日㈰ 酒屋カップサッカー大会

三次市選抜親善招待野球大会
8日㈰ 第１回北部カップサッカー大会
14日㈯ 三次地区２種春季リーグ
15日㈰ 三次市長杯少年サッカー大会
21日（土・祝） 三次地区３種トレセン
22日㈰・26日㈭
28日㈯・29日㈰
31日㈫

平成27年度
春季広島県高等学校野球大会北部地区予選

広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370
1日㈰ 第24回三次オープン卓球大会
5日㈭・19日㈭ ミズノ・スポーツ塾（とび箱）

6日㈮
第26回ミズノ杯グラウンドゴルフ大会
ガーデニング教室

７日㈯ ソフトテニス広島県国体少年強化練習会
７日㈯・14日㈯ きんさい♪フットサルリーグ2014

8日㈰
第38回北部ママさんバレーボール連盟大会
県北フットサルリーグ2014

10日㈫ 第76回ミズノ杯パークゴルフ大会、
年間チャンピオン大会

15日㈰ 第73回三次市小学生バレーボール大会
17日㈫ PGともえ会月例会、年間チャンピオン大会
21日（土・祝）・
22日㈰・23日㈪ ソフトテニス広島県国体少年強化合宿

26日㈭ 三次市パークゴルフ協会月例会、年間チャンピオン大会
29日㈰ 三次チャレンジカップ第13回６人制バレーボール大会

申・問 第37回三良坂ハイヅカ湖健康マラソン実行委員会事務局
　　　三良坂コミュニティセンター　☎・ （0824）44-2749
　　　三次市役所三良坂支所
　　　☎（0824）44-4511　 （0824）44-3675

申・問 江の川親水マラソン実行委員会（三次商工会議所内）
　　　☎（0824）62-3125　 （0824）63-5200

第37回

三良坂ハイヅカ湖健康マラソン
みんなで爽やかランニング！

第27回 江の川親水マラソン
●と　　き　３月８日（日）※少雨決行
　開会：９時40分（受付：９時～９時30分）
●と こ ろ　灰塚ダム管理支所前（三良坂町仁賀1575）
●コ ー ス
　 ２㎞の部  小学３年生以下、小学６年生以下、一般
　 ３㎞・５㎞の部  男女別
●対　　象　健康でコースを完走できる方
※就学前の幼児は保護者と一緒に参加してください。
●参 加 費　300円／人（当日集金）※参加賞・景品あり
●�申込方法　名前、住所、年齢、性別、コース、電話
番号を、FAXまたは電話でお知らせください
●申込締切　２月27日（金）

●と　　き　４月５日（日）
　　　　　　９時30分～※雨天決行
●と こ ろ　十日市親水公園
　　　　　　グラウンド発着コース
●種　　目　4.2㎞コース、10.5㎞コース
●参 加 料　幼児：無料、小・中学生：1,000円、
　　　　　　高校生・一般：2,000円
●�申込方法　三次商工会議所、市役所本庁・各
支所等に備え付けの申込用紙でお申し込みく
ださい。
　【注】当日参加は受け付けません。
●申込締切　２月28日（土）※当日消印有効

参加者
募集！

参加者
募集！

☆ミズノ・スポーツ塾☆「とび箱教室」
と　 き 　３月５日（木）・19日（木）
　◦幼 児 の 部（年中・年長）17時～ 17時50分
　◦小学生の部（１～３年生）18時～ 18時50分
定 員 　各開催日とも各部先着10人
参 加 費 　各開催日とも各部800円/人

広島県立みよし公園へ行こう！
申・問 広島県立みよし公園
　　　（指定管理者：ミズノグループ）
　　　☎（0824）66-3366
　　　 （0824）66-3370

※�詳しくは、ミズノグループの
　ホームページをご覧ください。

問 水防演習について…危機管理課　☎（0824）62-6116　 （0824）62-2951
 　公園利用について…社会教育課　☎（0824）62-6191　 （0824）64-0067

十日市親水公園の利用を制限します
「（仮称）平成27年度江の川上流総合水防演習」の会場整備のため、十日市親水公園の利用を制限します。
大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

●と　き　２月１日（日）～６月中旬　※詳しくは、お問い合わせください。

中国やまなみ街道（中国横断自動車道尾道松江線）　尾道～三次～松江　全線開通記念
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図書館ニュース

▼3月22日に「中国やまなみ街道」が全線開通しま
す！より広いエリアでの交流が進むことはもちろん
ですが、三次市を南北に貫くこの高速道は、市内の
地域間交流に一役買うことなども期待されます。▼
「広報みよし」をより手軽に、より多くの方に読ん
でもらえるよう、スマートフォン等への無料配信を
始めました。これからも“人と人、地域と人を結ぶ
情報誌”をめざします。倉

編集後記

行 事 名 と き 対 象

市立図書館　　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861
（中央館）� ※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。

このほんだいすき
ぷーさんの会 ３月 7日（土）　10：30～ 乳幼児から

ぐるんぱ ３月11日（水）　10：30～ 幼児から

たんぽぽ ３月14日（土）　14：00～ 幼児から

あかちゃんと絵本の森 ３月25日（水）　10：30～ 乳幼児から

君田図書館　　☎・ （0824）53-7050

ばんびのお話し広場 ３月21日（土･祝）　10：30～ 幼児から

布野図書館　　☎・ （0824）54-2288

絵本の会「空色のたね」 ３月21日（土･祝）　10：30～ 幼児から

作木図書館　　☎・ （0824）55-2610

絵本の会「どんぐり」 ３月24日（火）　15：30～ 幼児から

吉舎図書館　　☎・ （0824）43-4513

おはなし広場 ３月 7日（土）　10：30～ 幼児から一般

三良坂図書館　　☎・ （0824）44-4506

おはなし会 ３月17日（火）　10：30～ 乳幼児から

三和図書館　　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740

読書会 ３月 5日（木）　10：00～ 一般

絵本の広場 ３月15日（日）　14：00～ 幼児から
おひざにだっこの
おはなしタイム ３月25日（水）　10：30～ 乳幼児

甲奴図書館　☎（0847）67-3532　 （0847）67-3538
「へびくんのおさんぽ」
のお話し会 ３月14日（土）　14：00～ 幼児から一般

※日程が変更になる場合があります。

「広報みよし」１月号の記載に誤りがありましたので、お詫びして訂正します。
P３　今月の表紙「市内のイルミネーション」

P５　�PICK UP!「霧のまちのぐるめぐり・地産地消みよしスタンプラリー開催！」の
問い合わせ先

お詫びと訂正

誤 カヌー公園イルミネーション「わかたの灯」 正 カヌー公園イルミネーション「ふゆほたる」

誤 問 三次市観光キャンペーン実行委員会
　 ☎（0824）62-0066 正 問 三次市観光キャンペーン実行委員会

　 ☎（0824）64-0066

申・問 市立図書館（中央館）
　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861

第14回　図書館へ行こう！
　市内で読みかたりをしているグループが大集合！読みか
たりや手遊び、紙芝居など楽しい時間を過ごしませんか？
●と　き　３月22日（日）13時30分～
●ところ　三次市福祉保健センター４階　ふれあいホール
●対　象　幼児から
※「おはなしパスポート」をお持ちの方は、ご持参ください。

古本リサイクル市
　市民の皆さんからお寄せいただいた本や図書館で不要に
なった本などを、無料で持ち帰ることができます。また、
家庭で不要になった本を随時受け付けています。読まなく
なった本の再活用にご協力ください。
●と　き　３月22日（日）10時～
●ところ　三次市福祉保健センター１階ロビー
　　　　　市立図書館（中央館）入口付近

広報みよし  2015.2.1035

人口総数………………………55,230人（－81人）
男………………………………26,092人（－35人）
女………………………………29,138人（－46人）
世帯総数………………… 23,634世帯（－39世帯）

人口の動き ２月１日現在
（　）は対前月比※外国人を含む

降水量…………………………………… 118.5㎜
平均気温…………………………………… 2.5℃
最高気温………………… 11.4℃（20・24日）
最低気温………………………… －5.6℃（２日）

１月の気象 気象庁〈三次地点〉
気象統計資料による

本庁東館前 0.062 吉舎支所前 0.118
君田支所前 0.130 三良坂支所前 0.092
布野支所前 0.126 三和支所前 0.072
作木支所前 0.130 甲奴支所前 0.156
※�測定数値は、健康に影響するレベルではありません。
※�「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。

単位：マイクロシーベルト毎時

１月の放射線量 １月28日（水）
地上１ｍの高さで簡易測定

月間有効求職者数………………………… 810人
月間有効求人数………………………… 1,093人
月間有効求人倍率……………………… 1.35倍
求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

12月の求人・求職状況 ハローワーク三次

２月の納付 納期限は
３月２日（月曜日）です

l i b r a r y  n e w s

納付相談は、いつでも気軽にご連絡ください。

【納付方法について】収納課収納係� ☎（0824）62-6127

【課税内容について】課税課市民税係� ☎（0824）62-6122

▶国民健康保険税（普通徴収８期）

　　高齢者福祉課介護保険係� ☎（0824）62-6387
▶介護保険料（普通徴収９期）

　　市民生活課保険年金係� ☎（0824）62-6134
▶後期高齢者医療保険料（普通徴収８期）
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９
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翌
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。
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と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
移
住
し
て
か
ら
野
菜
や
果

樹
の
栽
培
を
始
め
、
一
段
落
し
た
頃
、
市
に
補

助
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
起
業
を
決
意
し

ま
し
た
。
以
前
お
菓
子
屋
を
営
ん
で
い
た
両
親

と
、
お
菓
子
づ
く
り
の
経
験
が
あ
る
夫
の
協
力

も
あ
っ
て
、
平
成
26
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
お
店
の
特
徴
は
？

築
約
１
０
０
年
の
蔵
を
改
築
し
て
店
舗
に
し
て
い

ま
す
。
三
次
産
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の
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を
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ひ
、
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■
今
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は
？

こ
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か
ら
も
、
地
元
の
食
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を
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ん
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出
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て
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お
祭
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ベ
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ど
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、
た
く
さ
ん
の
方
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
自
分
た
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だ
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ケ
ー
キ
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菓
子
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販
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き
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よ
う
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な
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の

が
目
標
で
す
！

事業所概要　吉舎・菓子舗　参彩堂（みさいどう）
三次市吉舎町敷地 1733　☎（0824）43-2229

：＠misaido_miyoshi
営業時間：10時～ 18時　　　定休日：火曜日
※�ご進物等にぴったりな焼き菓子の詰め合わせや、バースデーケーキなど
のご予約も承ります！

①�詰め合わせ（中央が人
気のマーブルケーキ）
②販売スペース
③ロゴマーク
④夫の翔
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ルートご案内地図

発行／三次市　　編集／秘書広報課
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この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

『きりこちゃん』と撮影した写真を、毎月抽選で１組、表紙（右下）
に掲載します。協力していただける方は、名前、住所、電話番号、
撮影日・場所を明記し、メールか郵送で秘書広報課にお送りく
ださい。

「きりこちゃんといっしょ！」写真募集！


